
研
究
論
文三

角
五
輪
塔
の
起
源
と
安
禅
寺
昆
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆

は
じ
め
に

平
成
十
八
年
十
二
月
、
東
大
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ツ

ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
「
重
源
の
舎
利
信
仰
と
三
角
五
輪
塔
の
起
源
」

と
題
し
て
発
表
す
る
機
会
を
得
た
。
発
表
の
趣
旨
は
三
角
五
輪
塔
を
重
源
の
創

案
と
す
る
通
説
を
見
直
す
こ
と
に
あ
り
、
重
源
が
活
躍
し
た
時
代
を
一
世
紀
ほ

ど
遡
る
十
一
世
紀
末
の
醍
醐
寺
に
お
い
て
義
範
に
よ
っ
て
三
角
五
輪
塔
が
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
重
源
は
義
範
の
流
儀
を
汲
む
醍
醐
寺
の
勝

賢
よ
り
三
角
五
輪
塔
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
発
表
原
稿
に
基
づ
く
論

考
は
、
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
論
考
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
発
表
を
契
機
と
し
て
、
三
角
五
輪
塔
に
関
す
る
新
た
な
課
題
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
。
一
つ
は
五
輪
塔
に
お
け
る
三
角
五
輪
塔
の
位
置
付
け
で

あ
る
。
従
来
の
説
で
は
、
三
角
五
輪
塔
は
五
輪
塔
本
来
の
姿
に
立
ち
返
ろ
う

と
し
た
重
源
に
よ
っ
て
創
案
さ
れ
た
、
五
輪
塔
の
変
種
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
三
角
五
輪
塔
が
十
一
世
紀
後
半
と
い
う
、
今
日
確
認
で
き
る
五
輪

内
　
藤

栄

塔
の
初
期
作
例
よ
り
も
半
世
紀
以
上
早
い
時
期
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
角
五
輪
塔
が
五
輪
塔
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い

初
期
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
火
輪
の
全
て
の

面
を
三
角
形
と
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
三
角
五
輪
塔
が
、
火
輪
の
形
を

「
三
角
」
と
説
く
経
軌
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
は
以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

三
角
五
輪
塔
が
五
輪
塔
の
初
期
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

至
極
当
然
な
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
二
つ
め
の
課
題
は
三
角
五

輪
塔
が
成
立
し
た
時
期
と
場
所
で
あ
る
。
先
稿
で
は
三
角
五
輪
塔
が
義
範
流

に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
ま
っ
た
が
、
三
角
五
輪
塔
は

義
範
に
よ
っ
て
創
案
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
義
範
が
モ
デ
ル
と
し
た
先

例
が
既
に
存
在
し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
間
題
に
ま
で

踏
み
込
ま
な
け
れ
ば
、
三
角
五
輪
塔
の
起
源
を
解
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

本
論
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
中
心
に
三
角
五
輪
塔
の
起
源
に
つ
い
て
考
察

す
る
も
の
で
、
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ツ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
第
五
号
に
掲
載



し
た
先
稿
の
続
篇
に
あ
た
る
。
ま
ず
、
先
稿
の
概
要
の
紹
介
か
ら
論
を
起
こ
し
、

本
論
に
必
要
な
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
　
醍
醐
寺
の
三
角
五
輪
塔

－
「
重
源
の
舎
利
信
仰
と
三
角
五
輪
塔
の
起
源
」
概
要
－

1
、
円
光
院
の
三
角
五
輪
塔

鎌
倉
時
代
初
期
に
東
大
寺
を
復
興
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
俊
乗
房
重
源
　
（
一

二
二
～
一
二
〇
六
）
　
は
、
三
角
五
輪
塔
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
形
式
の
舎
利
容

器
を
用
い
た
。
五
輪
塔
は
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
世
界
を
構
成
す
る
と
さ
れ

た
五
種
の
要
素
　
（
五
大
、
五
輪
）
　
で
あ
る
地
・
水
・
火
・
風
・
空
を
、
四
角
・

九
・
三
角
・
半
月
・
団
円
と
い
う
五
つ
の
図
形
で
表
し
、
こ
れ
を
縦
に
積
み
上

げ
た
形
式
の
塔
婆
で
あ
る
。
五
輪
塔
の
現
存
作
例
は
十
二
世
紀
前
半
よ
り
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
海
外
で
は
い
ま
だ
作
例
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
わ
が
国
に
お
い
て
十
二
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
と
一
般
に
は
考
え
ら
れ
て

い
る
。
通
常
の
五
輪
塔
で
は
火
輪
を
宝
形
造
の
屋
根
を
意
識
し
た
薄
い
四
角
錐

形
と
す
る
が
、
三
角
五
輪
塔
は
火
輪
の
全
て
の
面
を
三
角
形
と
す
る
四
面
体
と

し
て
表
現
す
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
三
角
五
輪
塔
の
作
例
は
重
源
以
外

に
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
従
来
重
源
の
創
案
と
見
倣
す
説

が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
　
巻
三
　
「
円
光
院
篇
」
　
に
は
、
応
徳
二
年
　
（
一

〇
八
五
）
　
に
上
醍
醐
の
円
光
院
に
お
い
て
三
角
五
輪
塔
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を

示
す
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
　
本
願
御
骨
石
催
事

慶
長
十
一
年
　
月
　
日
、
御
影
堂
再
興
。
円
光
院
ノ
旧
跡
二
木
屋
ヲ
構
、

地
ヲ
平
ニ
ス
。
仏
壇
ノ
高
キ
所
ヲ
掘
り
崩
ス
。
偽
石
植
ホ
リ
出
ス
。
中

二
銅
ノ
五
輪
ア
リ
。
火
輪
ハ
非
レ
如
レ
常
、
皆
三
角
也
。
誠
叶
レ
理
者
也
。

但
今
度
始
而
見
了
。
赤
色
こ
塗
ル
。
金
輪
各
色
こ
塗
ル
。
是
モ
始
而
見

了
。
水
輪
ノ
内
二
経
ア
リ
。
銅
ヲ
薄
ク
伸
テ
、
紙
ノ
如
ク
シ
テ
、
高
サ

四
寸
一
分
、
中
ハ
滅
金
、
其
上
こ
真
言
共
ヲ
墨
ニ
テ
書
」
付
之
一
、
巻
了
。

大
日
如
来
真
言
・
光
明
真
言
・
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
・
宝
筐
陀
羅
尼
・
菩

掟
荘
厳
陀
羅
尼
・
大
随
求
即
得
陀
羅
尼
・
普
炬
如
来
破
地
獄
真
言
・
広

大
宝
楼
閣
真
言
・
満
足
六
波
羅
密
真
言
・
阿
弥
陀
大
呪
・
決
定
往
生
真

言
・
滅
悪
趣
真
言
・
召
罪
真
言
・
推
罪
真
言
⊥
ハ
観
音
真
言
・
大
慈
観

音
真
言
・
大
悲
観
音
真
言
・
師
子
無
畏
・
大
光
普
呪
・
天
人
丈
夫
以
下

猶
有
レ
之
。
不
レ
見
。
道
草
己
後
、
如
レ
元
奉
」
納
之
㍉

（＼0二重
＼＿二ノ　叶

（
…
巧
■
一
㌘
…
紺
＝
＝
才
、
四
す
翳

（
桐
識
大
分
　
蟹
四
寸

■

一

石

繚

工

血

り

付

晶
同

滅
金

細
夕
カ
サ
凹
寸
一
分
、
具
す
二
尺
七

丁
、
坤
ハ
涙
金
．
御
甘
地
砲
ノ
内
ア

リ
。
骨
次
軒
数
且
了
．

2

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
慶
長
十
一
年
　
（
一
六
〇
六
）
、

應
壁
一
幸
軋

円
光
院
跡
の
仏
壇
が
あ
っ

た
盛
り
土
か
ら
石
糎
が
掘
り
出
さ
れ
、
中
か
ら
銅
製
の
五
輪
塔
が
発
見
さ
れ
た
。

五
輪
塔
の
形
式
は
火
輪
を
　
「
骨
三
角
」
、
す
な
わ
ち
全
て
の
面
を
三
角
形
と
し

た
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
三
角
五
輪
塔
で
あ
り
、
五
輪
は
五
色
に
色
分
け
さ
れ
て

い
た
。
中
に
は
種
々
の
陀
羅
尼
を
書
写
し
た
鋼
板
製
の
経
巻
が
あ
り
、
地
輪
に

は
骨
灰
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
右
横
に
応
徳
二
年
七
月
の
銘
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
が
前
年
崩
御
し
た
中
宮
賢
子
　
（
白
河
上
皇
中
宮
）
　
の
蔵
骨
器
で
あ
る



こ
と
が
わ
か
っ
た
。

円
光
院
は
賢
子
が
願
主
と
な
っ
て
上
醍
醐
に
建
立
し
た
寺
院
で
、
彼
女
の

崩
御
後
は
そ
の
菩
提
を
弔
う
寺
院
と
し
て
ほ
ぼ
百
年
に
わ
た
り
活
動
を
続
け

た
。
円
光
院
の
地
鋲
か
ら
造
営
、
さ
ら
に
賢
子
の
一
周
忌
法
要
を
主
導
し
た

の
は
、
賢
子
と
生
前
よ
り
親
交
の
あ
っ
た
醍
醐
寺
の
義
範
　
（
一
〇
二
三
～
一

〇
八
八
）
　
で
あ
り
、
当
院
の
創
建
か
ら
経
営
に
い
た
る
一
連
の
活
動
は
、
義

範
の
指
揮
の
下
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
範
は
成
尊
よ
り
醍
醐
教
学

の
嫡
流
を
受
け
継
い
だ
人
物
で
あ
り
、
彼
の
教
学
　
（
本
論
で
は
義
範
流
と
称

す
）
　
を
相
承
し
た
弟
子
の
勝
覚
は
、
後
に
醍
醐
教
学
の
主
流
と
な
る
三
宝
院

流
を
興
し
て
い
る
。

円
光
院
に
は
六
人
の
僧
侶
が
常
時
置
か
れ
、
朝
夕
二
度
の
密
教
修
法
の
ほ
か

一
年
を
通
し
て
様
々
な
仏
事
を
催
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
六
人
の
僧
侶
　
（
供

僧
）
　
は
半
数
ず
つ
円
光
院
と
下
醍
醐
の
無
量
光
院
に
配
属
さ
れ
、
ま
た
供
僧
よ

り
下
位
の
入
寺
僧
も
十
二
名
置
か
れ
、
半
数
ず
つ
円
光
院
と
無
量
光
院
に
置
か

れ
た
。
円
光
院
の
も
っ
と
も
重
要
な
法
要
は
、
賢
子
の
命
日
に
七
日
間
行
わ
れ

た
理
趣
三
昧
会
と
尊
勝
護
摩
で
あ
っ
た
。
理
趣
三
昧
会
は
供
僧
と
入
寺
僧
を
中

心
に
総
勢
三
十
名
ほ
ど
の
僧
侶
に
よ
っ
て
修
さ
れ
た
。
一
旦
理
趣
三
昧
衆
と
し

て
こ
の
法
会
に
従
事
し
た
者
は
、
長
い
例
で
は
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
毎
年
参

列
し
た
僧
も
い
た
よ
う
に
、
毎
年
続
け
て
参
加
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
円
光

院
に
入
っ
た
供
僧
と
入
寺
僧
は
、
数
年
か
ら
十
数
年
に
及
び
当
院
の
仏
事
に
専

念
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
上
が
っ
て
い
た
。

2
、
遍
智
院
の
三
角
五
輪
塔

右
に
引
用
し
た
　
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
　
「
円
光
院
篇
」
　
の
記
録
の
信
憑
性
に
、

疑
問
を
唱
え
る
研
究
者
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
現
存
す
る
五
輪
塔

の
作
例
が
い
ず
れ
も
十
二
世
紀
前
半
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
あ
り
、
仮

に
こ
の
記
録
の
信
憑
性
を
認
め
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
五
十
年
ほ
ど
遡
る
十
一
世

紀
後
期
に
五
輪
塔
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
一
般
的
に

は
重
源
が
創
案
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
三
角
五
輪
塔
で
あ
る
こ
と
に
も
問

題
が
あ
る
。

こ
の
記
録
の
信
憑
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
、
義
範
を
開
基
と
す
る
下
醍
醐

の
遍
智
院
港
頂
堂
に
三
角
五
輪
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

『
遍
口
紗
』
　
の
　
「
同
院
港
頂
堂
事
」
　
（
大
正
蔵
七
八
－
六
九
二
）
　
に
は
、
遍
智
院

港
頂
堂
の
堂
内
の
様
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

同
院
港
頂
堂
事
鍼
堤

寛
喜
三
年
八
月
二
十
三
日
。
於
一
遍
智
院
▲
承
レ
之
。
当
流
港
頂
堂
尊
勝
秘

密
里
奈
羅
也
。
任
二
相
承
之
口
決
一
所
レ
令
レ
ロ
ロ
ロ
是
則
自
宗
之
最
大
事
心

得
合
事
也
。
雄
レ
有
二
口
外
其
博
▲
□
忠
一
血
ハ
隆
一
所
∵
申
置
▲
也
。
本
尊
者
両

部
不
二
大
日
。
脇
士
□
不
動
降
三
世
両
部
教
令
輪
也
。
後
壁
両
界
安

二
壇
之
中
心
㌦
一
尺
六
寸
之
三
角
火
輪
形
塔
婆
立
。
此
塔

即
発
を
童
竜
虎
所
成
也
。
探
思
レ
之
深
思
レ
之
。
南
天
鉄
塔
十
六
丈
。
即

周
遍
法
界
之
体
十
六
丈
大
菩
薩
生
也
。
大
師
深
此
義
思
食
入
。
高
野
山

大
塔
御
建
立
欺
。
是
塔
即
鉄
塔
内
作
法
。
令
一
建
立
．
給
者
也
。
予
又
十

六
丈
ツ
ツ
メ
テ
。
一
尺
六
寸
塔
婆
壇
中
心
安
置
。
此
塔
即
是
一
行
者
身
。

井
一
切
衆
生
身
分
也
。
不
レ
限
二
身
一
。
法
界
又
爾
也
。
後
七
日
如
法
尊

勝
如
法
愛
染
等
秘
法
皆
塔
婆
安
置
事
。
深
義
当
流
之
大
事
習
。
此
専
可
二

秘
蔵
垂
也
云
云
。

『
遍
口
紗
』
　
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
遍
智
院
別
当
で
あ
っ
た
成
賢
　
（
一
一
六

3



二
～
一
二
三
一
）
　
の
口
決
を
弟
子
が
筆
記
し
た
三
宝
院
流
の
諸
尊
法
で
あ
り
、

右
の
一
文
は
寛
喜
三
年
　
（
一
二
三
一
）
　
に
お
け
る
口
決
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
潅
頂
堂
に
は
本
尊
と
し
て
大
日
如
来
像
と
脇
侍
の
不
動
明
王
像
、
降

三
世
明
王
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
後
壁
に
両
界
畳
奈
羅
、
壇
の
中
心
に
は

一
尺
六
寸
の
三
角
五
輪
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
塔
は
五
大
種
子
か
ら

生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
一
行
者
の
身
を
表
す
と
同
時
に
一
切
衆
生
の
身
分
、

さ
ら
に
は
全
宇
宙
そ
の
も
の
を
も
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
。
な
お
、
大
日
・

不
動
・
降
三
世
の
三
尊
構
成
は
尊
勝
秘
密
畳
茶
羅
で
あ
り
、
こ
れ
は
相
承
の

口
決
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
口
外
の
許
さ
れ
な
い
自
宗
の
最
大
事
で
あ
っ
た

と
い
う
。

遍
智
院
港
頂
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
法
要
は
、
次
に
挙
げ
る
　
『
醍
醐
寺

新
要
録
』
　
巻
十
一
「
遍
智
院
篇
」
　
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
前
略
）

戎
記
云
。
遍
智
院
港
頂
堂
。
ハ
、
前
ハ
尊
勝
星
タ
ラ
、
後
ハ
五
秘
密
星
タ
ラ
也
。

尊
勝
ハ
例
時
本
尊
、
五
秘
密
ハ
理
趣
三
昧
本
尊
也
。
其
尊
勝
ノ
星
タ
ラ
ハ

智
拳
印
大
日
也
。
小
三
世
不
動
此
星
タ
ラ
也
、
頂
ノ
八
仏
頂
ハ
秘
密
故
、

不
置
之
故
。
、
遍
智
院
。
ハ
例
時
ノ
時
、
尊
勝
タ
ラ
尼
七
反
帰
也
．
言

薄
草
決
云
、
御
自
筆
裏
書
云
、
智
証
請
来
之
畳
茶
羅
品
、
中
央
。
大
日
、

左
右
。
不
隆
二
尊
也
、
此
外
別
ノ
尊
勝
無
レ
之
。
遍
智
院
堂
ノ
本
仏
是
也
。

甚
深
之
習
有
レ
之
。
故
僧
正
令
レ
建
」
立
之
■
。
此
習
ヒ
三
井
。
殊
令
二
秘
蔵
▲

也
。
其
相
承
ハ
、
三
井
ハ
覚
献
大
僧
正
・
兼
意
阿
閣
梨
・
常
書
院
・
故
僧

正
・
愚
老
。
其
後
当
流
。
モ
令
レ
秘
レ
之
也
。

（
後
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
日
・
不
動
・
降
三
世
の
三
尊
　
（
尊
勝
星
茶
羅
）
　
が
　
「
例

時
」
す
な
わ
ち
常
時
の
本
尊
で
あ
り
、
仏
後
壁
の
背
面
に
措
か
れ
て
い
た
五
秘

密
里
奈
羅
が
理
趣
三
昧
会
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
い
う
。
例
時
の
法
要
は
尊
勝
星

茶
羅
を
本
尊
と
し
、
か
つ
尊
勝
陀
羅
尼
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
尊
勝
法
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
円
光
院
に
お
い
て
も
理
趣
三

昧
会
と
尊
勝
法
と
が
兼
修
さ
れ
て
い
た
が
、
円
光
院
と
遍
智
院
の
双
方
が
と
も

に
義
範
が
創
建
に
関
与
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
両
院
に
は
同
じ
流
儀
が
相

承
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
遍
智
院
に
お
け
る
三
角
五
輪
塔

の
存
在
は
円
光
院
に
お
け
る
三
角
五
輪
塔
の
存
在
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
り
、

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
　
の
　
「
円
光
院
篇
」
　
に
見
る
三
角
五
輪
塔
の
記
述
の
信
憑
性

を
証
明
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
本
論
で
は
三
角
五
輪
塔
が
義
範
の
創
案
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
義

範
が
モ
デ
ル
と
し
た
前
例
が
存
在
し
た
の
か
を
考
え
、
三
角
五
輪
塔
の
起
源
に

つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
間
題
を
考
え
る
に
は
、
義
範
流
に
お
い

て
三
角
五
輪
塔
が
ど
の
よ
う
な
法
要
で
用
い
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
で
そ
の
法
要
と
三
角
五
輪
塔
と
の
結
び
つ
き
が
ど
の
時

点
ま
で
遡
っ
て
確
認
で
き
る
か
を
見
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

4

二
、
善
無
畏
系
経
典
に
見
る
五
輪
観
に
つ
い
て

1
、
『
尊
勝
仏
頂
修
喩
伽
法
軌
儀
』
　
の
五
輪
観

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
円
光
院
と
遍
智
院
に
共
通
す
る
法
要
と
し
て
、
理
趣

三
昧
会
と
尊
勝
法
の
二
法
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
初
に
三
角
五
輪

塔
が
ど
ち
ら
の
法
要
で
用
い
ら
れ
た
の
か
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ



う
。
右
に
引
用
し
た
　
『
遍
口
紗
』
　
の
　
「
同
院
涯
頂
堂
事
」
　
の
中
で
、
成
賢
は
三

角
五
輪
塔
を
尊
勝
秘
密
里
奈
羅
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
三
角
五
輪
塔
は
尊
勝
法
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
ひ
と
ま
ず
仮
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

遍
智
院
で
行
わ
れ
た
尊
勝
法
の
内
容
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
成
賢
の
口
決

集
で
あ
る
　
『
実
帰
紗
』
　
中
の
　
「
喜
無
畏
善
無
畏
事
」
　
（
大
正
蔵
七
八
－
七
二
二
）

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
唐
・
善
無
畏
訳
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』

二
巻
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
成
賢
は
善
無
長
の
弟
子
で
あ
る
喜
無

畏
な
る
人
物
が
訳
し
た
尊
勝
儀
軌
二
巻
が
あ
り
、
こ
れ
が
善
無
畏
訳
と
よ
く
似

て
い
る
た
め
混
同
し
て
い
る
者
が
多
い
が
、
差
異
が
あ
る
か
ら
両
者
を
十
分
に

区
別
す
る
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
善
無
畏
訳
の
異
本
が
あ
り
、
そ
れ

が
喜
無
畏
訳
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
成
賢

が
　
『
尊
勝
仏
頂
修
喩
伽
法
軌
儀
』
　
を
と
り
わ
け
重
視
し
て
い
た
点
に
あ
る
。
こ

の
儀
軌
は
早
く
に
石
田
尚
豊
氏
や
村
田
治
郎
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
五
輪
塔

の
根
本
思
想
で
あ
る
五
輪
観
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
五
輪
図
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
も
し
、
本
儀
軌
が
円
光
院
と
遍
智
院
に
お
け
る
尊
勝
法
の
根
本
経

典
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
三
角
五
輪
塔
の
成
立
に
何
ら
か
の
関
わ
り
を

有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
巻
上
「
尊
勝

真
言
持
話
法
別
品
第
二
」
　
（
大
正
蔵
一
九
1
三
六
九
）
　
に
説
か
れ
る
五
輪
思
想

お
よ
び
五
輪
図
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

復
次
若
欲
．
作
法
念
謡
二
時
。
先
須
レ
入
∴
浄
法
界
三
摩
地
一
。
於
二
頂
上
元
心
レ

有
∴
て
藍
字
。
三
角
智
火
形
。
色
如
二
日
初
出
時
■
。
遍
身
為
智
火
恵
焼
二

四
大
五
藤
一
。
唯
有
二
空
寂
′
。
其
法
界
真
言
日

那
摩
三
星
多
勃
駄
噛
薩
童

心
念
口
論
想
∵
．
頂
及
遍
体
為
≒
角
智
火
盆
形
一
如
二
上
図
■
■
。
次
即
入
妄
輪

三
摩
地
．
。
便
入
二
金
剛
輪
三
摩
地
一
。
観
二
己
身
臍
巳
下
方
形
紫
金
色
．
。

為
∵
金
剛
輪
．
。
便
誠
一
．
真
言
一
日

椰
庭
三
畳
多
勃
駄
晴
阿
炎

毎
二
字
想
時
一
。
口
詣
並
帰
命
。
心
想
二
本
体
字
㍉
其
形
如
レ
図
。
阿
字
金

剛
輪
黄
色
。
次
観
∴
臍
中
耳
嚇
字
㌦
為
一
大
悲
水
輪
色
如
二
商
佳
議
如
二

乳
色
一
。
形
如
二
満
月
▲
。
如
■
■
図
在
一
レ
下
。
鎮
字
水
輪
真
言
日

郷
摩
三
畳
多
勃
駄
商
銀
i

次
説
．
一
火
輪
真
言
一
日

那
摩
三
畳
多
勃
駄
南
薩
童

当
三
心
上
観
≒
角
火
輪
．
。
色
如
二
日
初
出
時
▲
。
光
焔
猛
利
如
二
劫
火
形
一
。

其
形
如
二
二
角
里
奈
羅
一
。

次
想
一
．
句
詞
字
㌦
大
空
点
形
如
二
仰
月
．
■
黒
色
。
名
一
■
最
合
字
一
。
即
是
天

風
輪
。
安
値
於
高
上
一
致
鍵
劫
風
誓
。

次
観
卜
於
一
■
頂
上
一
々
欠
字
上
。
大
空
輪
具
二
切
色
種
種
衆
形
▲
。
号
為
二
大

空
輸
㍉
此
名
為
二
五
智
輪
一
。
謂
∵
地
水
火
風
空
㍉
即
以
義
日
通
印
▲
加
「
持

五
支
■
。
即
成
．
真
実
智
一
。
即
説
二
普
通
真
言
一
日

（
中
略
）

大
空
点
具
轟
種
色
一
。
名
為
一
一
金
欠
字
画
略
字
風
大
息
藍
字
火
大
④
鎮

字
水
大
図
阿
字
地
大
一
。
金
剛
輪
腰
下
。
大
空
輪
頂
上
。
風
輪
眉
上
。

火
輪
心
上
。
水
輪
臍
中

5



既
去
．
有
為
五
蕗
四
大
立
二
無
為
金
剛
不
壊
五
薙
．
。
即
名
∴
無
漏
智
身
即

無
為
㍉
畳
茶
羅
地
亦
然
。
其
里
奈
羅
五
輪
加
持
。
名
為
∴
地
水
火
風
空
■
。

考
有
為
五
大
立
．
無
為
五
大
㌦
故
先
観
一
重
茶
羅
地
相
㌦
時
。
先
従
レ
空

起
上
観
二
風
等
‥
如
レ
左
図

宛
を
童
竜
虎

以
一
泡
法
界
心
▲
。
先
焼
一
重
茶
羅
地
中
積
悪
触
等
一
。
然
後
依
二
次
第
一
安
」

立
五
大
輪
。
即
以
．
結
界
護
身
鹿
除
。
光
顕
浄
除
二
三
業
一
堅
」
固
菩
提
心

等
．
。
是
政
復
入
二
金
剛
三
昧
耶
真
言
及
印
一
。
真
言
日

（
後
略
）

こ
れ
は
行
者
の
身
体
の
五
つ
の
部
位
に
五
輪
を
観
想
す
る
　
「
五
字
厳
身
観
」

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
次
第
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
ま
ず
、
行
者
は
浄
法
界
三
摩
地
に
入
り
、
自
身
の
頭
頂
に
ラ
ン
字
を
思
い
浮

か
べ
る
。
そ
れ
は
三
角
智
火
形
で
色
は
目
出
の
色
　
（
赤
色
）
　
で
あ
る
。
全
身

は
智
火
　
（
智
恵
）
　
の
た
め
四
大
五
蕗
　
（
あ
ら
ゆ
る
物
質
と
人
間
の
肉
体
・
精

神
）
　
を
焼
か
れ
、
空
寂
の
境
地
に
入
る
。
真
言
を
唱
え
、
頭
頂
と
全
身
が
三

角
智
火
形
に
な
っ
た
こ
と
を
観
想
す
る
。

②
次
に
五
輪
三
摩
地
、
続
い
て
金
剛
輪
三
摩
地
に
入
り
、
自
己
の
へ
そ
か
ら
下

が
方
形
で
紫
金
色
と
な
り
、
金
剛
輪
と
な
っ
た
こ
と
を
観
ず
る
。
真
言
を
唱

え
、
心
に
ア
字
を
思
う
。
金
剛
輪
は
黄
色
で
あ
る
。

③
次
に
へ
そ
に
バ
ン
字
を
思
い
浮
か
べ
る
。
大
悲
水
輪
と
な
り
、
色
は
月
あ
る

い
ほ
乳
の
色
　
（
白
色
）
　
で
、
形
は
満
月
の
よ
う
で
あ
る
。

④
次
に
心
上
に
三
角
の
火
輪
を
思
う
。
色
は
目
出
の
色
で
、
盛
ん
に
火
焔
が
立

ち
上
が
る
。
そ
の
形
は
三
角
畳
茶
羅
の
よ
う
で
あ
る
。

⑤
次
に
カ
字
を
思
う
。
形
は
暁
月
（
半
月
か
）
　
の
よ
う
で
、
色
は
黒
色
で
あ
る
。

こ
れ
は
風
輪
の
上
で
眉
の
上
に
安
置
す
る
。
黒
々
と
し
た
様
子
は
猛
烈
な
風

の
よ
う
で
あ
る
。

⑥
次
に
頭
頂
上
に
ケ
ン
字
を
観
ず
る
。
こ
れ
は
大
空
輪
で
、
一
切
の
色
を
持
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
見
せ
て
い
る
。

⑦
以
上
を
五
智
輪
と
称
す
る
。
こ
れ
は
地
水
火
風
空
の
意
で
あ
る
。

続
い
て
五
輪
図
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
右
の
②
～
⑦
に
見
る
五
輪
を
下
よ

り
順
に
組
み
上
げ
た
も
の
と
天
地
を
逆
転
さ
せ
た
も
の
の
二
種
で
、
形
や
五
大

種
子
に
至
る
ま
で
今
日
我
々
が
五
輪
塔
と
呼
ぶ
も
の
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
た
だ
し
、
右
に
は
「
五
輪
塔
」
と
い
う
言
葉
は
見
え
ず
、
こ
れ
は
「
里
奈

羅
」
あ
る
い
は
「
地
水
火
風
空
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
中
の
積
れ

や
諸
悪
を
焼
き
払
っ
て
か
ら
こ
の
里
奈
羅
を
安
立
す
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
五
輪
塔
の
造
形
化
を
直
接
指
示
し
た
一
文
と
し
て
注
目
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

成
賢
が
　
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
を
重
視
し
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で

あ
る
が
、
で
は
遍
智
院
潅
頂
堂
の
三
角
五
輪
塔
に
本
儀
軌
か
ら
の
影
響
を
認
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
改
め
て
『
遍
口
紗
』
「
同
院
港
頂
堂
事
」
（
3
頁
）

を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
中
で
、
成
賢
は
三
角
五
輪
塔
に
つ
い
て
「
此
塔

は
即
ち
こ
れ
一
行
者
の
身
、
な
ら
び
に
一
切
衆
生
の
身
分
な
り
。
一
身
に
限
ら

ず
法
界
も
ま
た
し
か
り
な
り
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
五
輪
塔
を
行
者
の
身

体
と
見
倣
し
、
か
つ
衆
生
の
身
体
や
法
界
で
も
あ
る
と
観
想
し
た
成
賢
の
口
決

6



が
、
右
の
②
～
⑦
の
五
輪
を
行
者
の
身
体
の
五
部
分
に
当
て
は
め
、
こ
れ
を
五

智
輪
の
里
奈
羅
で
あ
る
と
観
ず
る
教
義
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
う
か

が
え
よ
う
。
こ
れ
よ
り
、
遍
智
院
港
頂
堂
で
行
わ
れ
た
尊
勝
法
の
根
本
経
典
は

『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
　
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
遍
智
院
の

尊
勝
法
の
源
流
と
も
言
う
べ
き
円
光
院
の
尊
勝
護
摩
も
同
儀
軌
に
基
づ
い
て
い

た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

2
、
大
日
経
に
見
る
五
輪
観

尊
勝
法
に
関
す
る
経
典
や
儀
軌
に
お
い
て
、
五
輪
観
が
明
確
に
説
か
れ
た
も

の
は
善
無
畏
訳
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
　
以
外
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
本
儀
軌
と
き
わ
め
て
近
い
五
輪
観
を
、
『
大
毘
慮
遮

那
成
仏
神
変
加
持
経
』
　
（
『
大
日
経
』
）
　
と
　
『
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
』
　
（
『
大
日

経
疏
』
）
　
な
ど
の
善
無
畏
訳
の
経
疏
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
大
目
経
』
　
は
両
部
大
経
の
一
つ
で
、
胎
蔵
法
の
根
本
経
典
と
し
て
尊
重
さ

れ
て
き
た
経
典
で
あ
る
。
七
世
紀
の
イ
ン
ド
で
成
立
し
　
（
成
立
の
時
期
と
場
所

に
つ
い
て
は
数
説
あ
る
）
、
七
二
四
年
か
ら
七
二
五
年
に
か
け
善
無
畏
と
一
行

に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
。
本
経
で
は
随
所
に
五
輪
観
が
登
場
す
る
が
、
も
っ
と

も
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
　
「
悉
地
出
現
品
第
六
」
　
（
大
正
蔵
一
八
－
二
〇
）
　
を

見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
本
品
に
は
行
者
が
身
体
の
五
つ
の
部
分
に
五
輪
を
観
想

す
る
五
字
厳
身
観
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
見
え
る
各
輪
の
名
称
、
形
、
色
、

種
子
、
体
の
部
位
、
効
験
を
ま
と
め
る
と
　
【
表
1
】
と
な
る
。
こ
の
表
に
見
る

よ
う
に
、
地
輪
に
当
た
る
大
国
陀
羅
輪
に
は
形
と
色
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
く
、

ま
た
空
輸
に
関
し
て
は
種
子
以
外
の
具
体
的
な
記
述
は
見
え
な
い
。
各
輪
の
効

験
の
違
い
は
明
確
で
な
く
、
後
の
五
輪
観
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
各
輪
の
性
格
付

け
も
い
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
万
、
七
二
五
年
に
善
無
畏
が
　
『
大
日
経
』
　
に
つ
い
て
講
釈
し
、
そ
れ
を
一

行
が
書
き
留
め
た
　
『
大
日
経
疏
』
　
に
は
、
五
輪
観
に
関
し
て
　
『
大
日
経
』
　
の
範

囲
を
超
え
た
新
し
い
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
に
見
た
　
『
大
日
経
』
　
「
悉

地
出
現
品
第
六
」
が
、
『
大
目
経
疏
』
　
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る

か
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
【
表
2
】
　
は
同
書
「
悉
地
出
現
品
第
六
之
余
」
　
（
大

正
蔵
三
九
－
七
〇
二
）
　
に
見
え
る
五
字
厳
身
観
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

『
大
日
経
』
　
と
の
相
違
点
は
各
輪
の
形
、
色
、
効
験
に
関
す
る
記
述
が
ほ
ぼ
出

揃
っ
て
い
る
こ
と
で
、
し
か
も
各
輪
の
区
別
と
性
格
付
け
が
明
確
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
水
星
茶
羅
（
水
輪
）
　
に
仏
、
除
障
里
奈
羅
（
火
輪
）
　
に
不
動
明
王
、

風
量
茶
羅
　
（
風
輪
）
　
に
大
威
徳
明
王
を
観
想
す
る
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と

も
新
し
い
要
素
で
あ
り
、
各
輪
に
仏
や
明
王
の
は
た
ら
き
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
虚
空
　
（
空
輸
）
　
以
外
の
四
輪
が
そ
れ
ぞ
れ
「
○
○
里
奈
羅
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
五
輪
を
星
茶
羅
と
説
く
　
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』

に
つ
な
が
る
発
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
大
日
経
疏
』
　
「
秘
密
鼻
薬
羅
品
第
十
二
　
（
大
正
蔵
三
九
－
七
二
七
）

に
は
、
下
よ
り
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
順
に
重
ね
た
五
輪
観
と
、
天
地
を
逆

転
さ
せ
た
五
輪
観
が
説
か
れ
て
い
る
。
天
地
逆
の
五
輪
観
に
つ
い
て
は
、
「
以

っ
て
一
切
世
界
は
皆
こ
れ
五
輪
の
依
持
す
る
と
こ
ろ
。
世
界
の
成
る
時
、
先
に

空
中
よ
り
而
し
て
風
起
き
、
風
上
に
火
起
き
、
火
上
に
水
起
き
、
水
上
に
地
起

き
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
里
奈
羅
安
立
の
次
第
な
り
。
壊
れ
る
時
、
地
輪
も
っ
と

も
先
に
壊
れ
る
。
な
い
し
但
し
空
有
り
。
す
な
わ
ち
こ
れ
師
自
ら
加
持
す
る
次

第
也
。
」
　
（
原
漢
文
）
　
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
が
生
成
さ
れ
る
時

に
空
・
風
・
火
・
水
・
地
の
順
で
誕
生
し
、
天
地
逆
の
五
輪
観
は
そ
の
様
子
を
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表
現
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
説
は
　
『
大
日
経
』
　
の
　
「
秘
密
畳
茶
羅
品
第

十
二
　
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
善
無
畏
独
自
の
解
釈
と
考
え
ら
れ
る
。
右

の
引
用
箇
所
の
最
後
に
よ
れ
ば
、
善
無
畏
は
こ
の
天
地
逆
の
五
輪
観
の
作
法
を

実
際
に
自
ら
行
っ
た
と
い
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
『
尊
勝
仏
頂
修
喩
伽
法
軌
儀
』

の
　
「
尊
勝
真
言
持
論
法
則
品
第
二
」
　
に
は
、
一
般
的
な
五
輪
図
と
天
地
逆
の
五

輪
図
の
二
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
右
の
　
『
大
日
経
疏
』
　
の
説
を
踏

ま
え
た
図
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
『
尊
勝
仏

頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
　
に
お
け
る
五
輪
観
に
も
、
多
分
に
善
無
畏
の
解
釈
が
反
映

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
唐
末
に
善
寮
長
に
仮
託
し
て
著
さ
れ
た
儀
軌
に
　
『
三
種
悉
地
破

地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
法
』
　
（
大
正
蔵
一
八
1
九
〇
九
）
　
と
い
う
書

物
が
あ
る
。
本
書
に
は
、
五
輪
を
五
部
　
（
金
剛
部
・
宝
部
・
蓮
華
部
・
掲
磨

部
・
虚
空
部
）
、
五
仏
　
（
大
日
・
阿
閑
・
宝
生
・
阿
弥
陀
・
不
空
成
就
）
、
五

行
　
（
木
・
火
・
土
・
金
・
水
）
、
五
臓
　
（
肝
・
肺
・
心
・
腎
・
牌
）
、
四
季

（
春
・
夏
・
秋
・
冬
）
、
五
万
　
（
東
・
西
・
南
・
北
・
中
）
　
な
ど
に
当
て
る
説
が

説
か
れ
て
い
る
。
中
国
の
固
有
思
想
で
あ
る
五
行
説
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
の
五
輪
観
は
中
国
的
な
要
素
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

て
い
る
。
唐
末
に
善
無
畏
に
仮
託
し
て
五
輪
観
を
説
い
た
書
物
が
著
さ
れ
た
こ

と
は
、
当
代
の
人
々
が
善
無
畏
を
五
輪
観
研
究
の
権
威
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

3
、
円
光
院
と
遍
智
院
の
尊
勝
法

円
光
院
と
遍
智
院
に
お
け
る
尊
勝
法
が
、
善
無
畏
訳
　
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法

軌
儀
』
　
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
は
、
両
院
で
用
い
ら
れ
た
三
角
五
輪
塔
が
善
無

畏
の
説
に
よ
る
五
輪
観
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、

わ
が
国
で
五
輪
塔
の
作
例
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
十
二
世
紀
前
半
に
は
、

大
日
如
来
や
尊
勝
仏
頂
尊
以
外
の
ほ
と
け
と
習
合
し
た
五
輪
観
も
説
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
顕
著
な
思
想
を
、
覚
銀
が
永
治
元
年
　
（
一
一
四
一
）

か
ら
康
治
二
年
　
（
一
一
四
三
）
　
の
間
に
撰
述
し
た
　
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』

（
大
正
蔵
七
九
1
一
一
）
　
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
大
日
如
来
の
五
字

明
す
な
わ
ち
五
輪
里
奈
羅
が
阿
弥
陀
真
言
の
九
字
明
と
同
体
不
二
で
あ
る
こ
と

を
説
い
た
も
の
で
、
阿
弥
陀
信
仰
を
五
輪
観
に
取
り
込
み
、
当
時
流
行
の
浄
土

教
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
書
に
は
先
述
の
　
『
三
種
悉
地
破
地

獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
法
』
　
の
説
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
善
無
畏

の
説
を
超
え
た
五
輪
観
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
遍
智
院
の
成
賢
が
活
躍
し
た
の

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
五
輪
観
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

成
賢
は
そ
れ
ら
と
は
一
線
を
画
し
、
義
範
以
来
の
善
無
畏
訳
の
尊
勝
儀
軌
に
基

づ
く
五
輪
観
本
来
の
教
義
を
実
践
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
成
賢
が
用
い
た

三
角
五
輪
塔
が
、
十
二
世
紀
以
降
登
場
す
る
一
般
的
な
五
輪
塔
と
は
異
な
る
儀

軌
に
忠
実
な
造
形
を
見
せ
て
い
る
の
は
、
成
賢
が
五
輪
観
の
正
系
と
言
う
べ
き

善
無
畏
の
説
に
基
づ
く
五
輪
観
を
実
践
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
三
角
五
輪
塔
が
五
輪
塔
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
よ
り
近
い
造
形
で
あ
る
こ

と
は
、
円
光
院
よ
り
二
百
年
ほ
ど
遡
る
安
禅
寺
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
さ

ら
に
具
体
性
を
帯
び
て
こ
よ
う
。
安
禅
寺
で
は
　
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』

に
基
づ
く
尊
勝
法
が
行
わ
れ
、
五
輪
塔
と
す
る
説
の
あ
る
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔

婆
が
建
立
さ
れ
た
。
義
範
が
円
光
院
の
モ
デ
ル
を
安
禅
寺
に
求
め
た
可
能
性
は

高
く
、
し
か
も
当
寺
の
周
辺
に
は
三
角
五
輪
塔
の
起
源
を
思
わ
せ
る
儀
軌
や
図

像
も
散
見
で
き
る
。
次
章
で
は
安
禅
寺
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
当
寺
と
三
角
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五
輪
塔
と
の
関
連
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
、
安
禅
寺
の
尊
勝
法
と
毘
虚
遮
那
五
輪
率
塔
婆

1
、
安
祥
寺
の
尊
勝
法
に
つ
い
て

『
安
禅
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
』
　
（
以
下
『
資
財
帳
』
と
称
す
）
　
に
よ
れ
ば
、
安

禅
寺
は
入
唐
八
家
の
一
人
で
あ
る
恵
運
　
（
七
九
八
～
八
六
九
）
　
が
、
嘉
祥
元
年

（
八
四
八
）
　
に
上
野
毛
朝
臣
松
雄
に
よ
っ
て
太
皇
太
后
順
子
（
仁
明
天
皇
皇
后
、

文
徳
天
皇
母
）
　
に
施
入
さ
れ
た
峰
に
草
創
し
た
寺
院
で
あ
る
。
仁
寿
元
年
（
八

五
一
）
三
月
、
順
子
は
安
祥
寺
に
七
人
の
僧
を
置
き
法
要
を
行
わ
せ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
確
認
で
き
る
安
祥
寺
の
も
っ
と
も
初
期
の
活
動
で
あ
る
。
同
じ
月
の
二

十
日
に
嘉
祥
寺
に
お
い
て
仁
明
天
皇
の
一
周
忌
法
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
順
子
が
安
禅
寺
に
七
僧
を
置
い
た
こ
と
も
同
天
皇
の
一
周
忌
に
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
資
財
帳
』
　
に
は
こ
の
件
に
つ
い
て

「
太
皇
太
后
宮
、
始
め
て
七
僧
を
置
き
、
以
っ
て
持
念
薫
修
せ
し
む
」
（
原
漢
文
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
初
め
て
七
僧
を
置
く
と
い
う
表
記
は
仁
明
天
皇
の
追
善

供
養
が
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
。
草
創
か
ら
四
年
目
を
迎
え
た
安
祥
寺
は
、
仁
明
天
皇
の
崩
御
に
伴
い
、

そ
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
が
重
要
な
任
務
と
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら

に
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
安
禅
寺
は
官
額
を
賜
り
定
額
寺
と
な
り
、
同
三
年
十

月
に
は
順
子
が
四
辺
の
山
を
買
い
上
げ
、
安
祥
寺
に
施
入
し
て
い
る
。
な
お
、

安
祥
寺
は
山
上
伽
藍
　
（
上
寺
）
　
と
山
の
裾
野
に
広
が
る
伽
藍
　
（
下
寺
）
　
の
二
伽

藍
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
上
寺
と
下
寺
の
い
ず
れ
が
先
行
し
て
建
立
さ
れ
た

の
か
は
両
説
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
安
禅
寺
創
立
の
前
年
に
唐
よ
り
帰

回
し
た
恵
等
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔
を
上
寺
に
納
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
上
寺
は
安
祥
寺
の
草
創
時
に
既
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
　
（
H
頁
）
。

天
安
二
年
　
（
八
五
八
）
　
八
月
二
十
七
日
、
仁
明
天
皇
と
順
子
の
子
で
あ
る

文
徳
天
皇
が
崩
御
し
、
安
禅
寺
の
主
要
な
活
動
に
文
徳
天
皇
の
追
善
供
養
が

加
わ
っ
た
。
翌
貞
観
元
年
四
月
十
八
日
に
は
順
子
の
命
に
よ
っ
て
安
祥
寺
に

三
人
の
年
分
度
者
を
賜
り
、
度
者
は
七
年
間
山
に
寵
り
、
昼
は
講
経
、
夜
は

諦
呪
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、
毎
年
三

月
の
法
華
経
・
最
勝
王
経
・
仁
王
経
の
講
経
の
ほ
か
、
八
月
二
十
一
日
か
ら

文
徳
天
皇
の
命
日
で
あ
る
二
十
七
日
ま
で
の
七
日
間
に
及
ぶ
尊
勝
法
で
あ
っ

た
。
文
徳
天
皇
の
三
回
忌
を
目
前
に
し
た
貞
観
三
年
　
（
八
六
一
）
　
八
月
十
七

日
に
は
、
順
子
は
五
畿
七
道
に
詔
を
下
し
、
諸
寺
の
塔
内
に
梵
本
尊
勝
陀
羅

尼
を
安
置
さ
せ
て
い
る
。
安
禅
寺
に
お
け
る
尊
勝
法
に
よ
る
追
善
供
養
が
、

三
回
忌
に
至
り
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
引
用
す

る
　
『
三
代
実
録
』
同
日
条
に
は
こ
の
折
発
令
さ
れ
た
宣
告
が
収
録
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
は
尊
勝
陀
羅
尼
に
対
す
る
順
子
の
信
仰
心
が
素
直
に
表
れ
て

い
る
。

宣
よ
ロ
五
畿
七
道
諸
国
云
。
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
。
功
徳
勝
利
不
可
思
量
者

也
。
故
波
利
碍
レ
身
。
逝
二
大
士
於
五
台
窟
．
。
善
住
繋
レ
念
。
脱
．
．
極
苦
於

七
返
生
一
。
宜
レ
令
卜
書
」
写
梵
本
▼
。
安
中
国
内
諸
寺
塔
㌦
若
無
し
牢
」
固
之
」
。

易
二
損
弊
一
。
須
下
撃
心
柱
一
深
蔵
中
其
申
し
。
凡
厭
功
カ
所
レ
感
。
只
有
レ
処
レ

心
。
亦
須
下
国
司
当
日
清
食
。
於
一
画
分
寺
㍉
令
一
二
購
読
師
焼
香
散
花
供
」

養
諸
尊
一
。
廻
畑
向
法
界
上
。
但
定
額
寺
令
二
三
綱
修
じ
之
。
其
無
レ
塔
寺
不
レ

在
二
此
限
一
。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
順
子
は
尊
勝
陀
羅
尼
の
功
徳
や
利
益
が
量
る
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
に
大
き
く
、
輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
救
済
す
る
力
を
持
っ
て
い
る

と
し
、
梵
本
尊
勝
陀
羅
尼
を
書
写
し
て
諸
寺
の
塔
の
心
柱
に
孔
を
穿
っ
て
厳

重
に
奉
籠
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
輪
廻
か
ら
の
救
済
に
効
験
が
あ
る

と
信
じ
ら
れ
た
尊
勝
陀
羅
尼
は
、
死
者
の
追
善
に
最
適
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
七
回
忌
を
迎
え
た
貞
観
七
年
　
（
八
六
五
）

七
月
十
九
日
、
順
子
の
請
願
に
よ
っ
て
安
祥
寺
に
お
け
る
尊
勝
真
言
の
持
念
、

お
よ
び
孔
雀
王
経
や
諸
宗
の
経
論
の
転
読
が
永
代
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
願
文
に
、
貞
観
元
年
よ
り
文
徳
天
皇
の
た
め
始
め

ら
れ
た
毎
月
七
日
間
の
七
僧
に
よ
る
尊
勝
真
言
の
持
念
が
今
年
で
七
年
目
を

迎
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
禅
寺
に
お
け
る
尊
勝
法
の
勤

修
は
、
文
徳
天
皇
の
命
日
だ
け
に
留
ま
ら
ず
月
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
徳
天
皇
の
追
善
供
養
は
尊
勝
法
を
主
要
な
柱
と
し
て
行
わ

れ
た
が
、
こ
れ
は
仁
明
天
皇
の
追
善
供
養
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

仁
寿
元
年
　
（
八
五
一
）
　
二
月
十
三
日
に
仁
明
天
皇
の
生
前
用
い
た
寝
殿
を
移
築

し
て
嘉
禅
寺
が
建
立
さ
れ
、
専
ら
仁
明
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
寺
院
と
さ
れ
た
。

貞
観
元
年
　
（
八
五
九
）
　
三
月
十
九
日
に
嘉
禅
寺
に
年
分
度
者
が
下
賜
さ
れ
、
孔

雀
法
と
尊
勝
法
を
修
め
さ
せ
た
よ
う
に
、
嘉
禅
寺
に
は
安
祥
寺
の
姉
妹
寺
院
と

で
も
言
う
べ
き
良
く
似
た
ス
タ
イ
ル
の
活
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
仁
明
、

文
徳
父
子
の
追
善
供
養
に
順
子
の
意
思
が
強
く
反
映
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
両
寺
院
に
お
け
る
供
養
の
方
法
が
近

似
す
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。

2
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔

次
に
、
安
祥
寺
に
お
い
て
尊
勝
法
を
修
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が
存

在
し
た
の
か
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
資
財
帳
』
　
に
は
創
建
期
の
上
院
に
存

在
し
た
堂
字
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
　
（
『
平
安
遺
文
』
　
所
収
の

東
寺
本
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
。

堂
院礼

仏
堂
一
間
長
五
丈

五
大
堂
一
間
長
四
丈

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔
一
基
唐

恵
等
大
法
師
所
レ
建

宝
畦
二
基
各
高
四
丈
一
尺
　
金
銅
葱
台
獣
頭

太
皇
太
后
宮
御
願

右
の
う
ち
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔
が
尊
勝
法
に
関
わ
る
品
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
塔
に
つ
い
て
東
京
大
学
図
書
館
本
は
　
「
仏

頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
憧
」
と
記
し
て
お
り
、
果
た
し
て
そ
の
形
式
が
塔
婆
で
あ
っ

た
か
、
あ
る
い
は
宝
帳
で
あ
っ
た
か
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
『
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
経
』
　
（
大
正
蔵
一
九
－
三
五
一
）
　
に
　
「
こ
の
陀
羅
尼
を
書
写
し
、
高
幡

上
に
安
ん
ず
。
」
　
（
原
漢
文
）
　
と
見
え
る
よ
う
に
、
陀
羅
尼
経
帳
は
尊
勝
法
に
と

っ
て
重
要
な
建
造
物
で
あ
り
、
実
際
に
中
国
で
は
唐
代
か
ら
末
代
に
か
け
て
尊

勝
陀
羅
尼
経
瞳
が
数
多
く
建
立
さ
れ
て
い
る
。
右
に
本
品
が
唐
か
ら
の
請
来
品

を
意
味
す
る
「
唐
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宝
瞳
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
資
財
帳
』
　
に
は
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔

の
次
に
二
基
の
宝
瞳
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
順
子
が
発
願
し
た
も
の
で
、

高
さ
が
四
丈
一
尺
　
（
一
二
・
四
m
）
　
あ
り
、
金
銅
葱
台
　
（
宝
珠
か
）
　
と
獣
頭
を
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飾
っ
て
い
た
と
い
う
。
宝
帳
は
尊
勝
法
に
関
連
の
深
い
建
造
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
二
基
の
宝
瞳
も
尊
勝
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼

石
塔
と
一
具
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔
を
請
来
し
た
人
物
は
、
入
唐
僧
の
恵
薯
で
あ
っ
た
。

恵
尊
は
嵯
峨
天
皇
の
皇
后
で
あ
り
、
仁
明
天
皇
の
母
で
も
あ
っ
た
嘉
智
子
の

命
を
受
け
入
唐
し
五
台
山
に
上
り
、
彼
女
か
ら
託
さ
れ
た
繍
文
袈
裟
を
聖
者

や
僧
侶
ら
に
寄
進
し
、
宝
幡
や
鏡
箱
な
ど
を
五
台
山
寺
に
納
め
て
い
る
。
記

録
に
よ
れ
ば
、
恵
尊
は
少
な
く
と
も
承
和
十
四
年
　
（
八
四
七
）
　
七
月
八
日
に

帰
国
し
た
折
と
、
天
安
二
年
　
（
八
五
八
）
　
に
帰
国
の
途
に
着
い
た
時
の
二
回

入
唐
し
て
い
る
。
嘉
智
子
は
嘉
祥
三
年
　
（
八
五
〇
）
　
五
月
四
日
に
崩
じ
て
い

る
か
ら
、
彼
女
が
恵
薯
を
五
台
山
に
遣
わ
し
た
の
は
第
一
回
目
の
渡
航
の
時

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
じ
時
期
に
入
唐
し
て
い
た
円
仁
は
、
『
入
唐
求
法
巡
礼

行
記
』
　
の
中
で
会
昌
元
年
　
（
八
四
一
）
　
九
月
七
日
に
恵
専
ら
が
五
台
山
に
至

っ
た
こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
恵
等
の
最
初
の
入

唐
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
恵
運
は
恵
薯
よ
り
数
年
遅
れ
て
五
台
山
に
登
っ
て

い
る
が
、
帰
国
は
恵
等
と
と
も
に
唐
人
張
友
信
の
船
に
乗
っ
て
日
本
に
渡
っ

た
。
在
唐
中
の
二
人
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
台
山
へ
の
信
仰
は
、
嘉
智
子
の
夫
嵯
峨
天
皇
の
弟
で
あ
る
淳
和
天
皇
に
も

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
長
二
年
　
（
八
二
五
）
、
淳
和
天
皇
は
五
台
山
に
止

住
し
て
い
た
日
本
人
僧
の
霊
仙
に
金
百
両
を
喜
捨
し
た
。
霊
仙
は
そ
の
金
を
五

台
山
金
閣
寺
に
施
入
し
、
そ
の
折
に
金
閣
寺
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
舎
利
一
万
粒
、

新
経
両
部
、
造
勅
五
通
を
潮
海
の
僧
貞
素
に
託
し
、
日
本
に
渡
っ
て
天
皇
に
献

上
す
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
。
貞
素
は
来
日
し
て
約
束
を
果
た
し
た
が
、
貞
素

が
唐
に
戻
る
際
、
淳
和
天
皇
は
霊
仙
に
渡
す
よ
う
再
び
金
百
両
を
託
し
て
い
る
。

し
か
し
、
貞
素
が
五
台
山
に
戻
り
つ
い
た
時
、
既
に
霊
仙
は
没
し
て
お
り
、
計

報
は
承
和
九
年
（
八
四
二
）
三
月
に
来
朝
し
た
潮
海
使
に
よ
っ
て
仁
明
天
皇
に

（
1

8
）

伝
え
ら
れ
た
。

さ
て
、
9
頁
で
引
用
し
た
『
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
八
月
十

七
日
条
に
は
、
イ
ン
ド
僧
仏
陀
波
利
が
五
台
山
に
尊
勝
陀
羅
尼
経
を
も
た
ら

し
た
と
す
る
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
は
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

序
』
（
大
正
蔵
一
九
－
三
四
九
）
に
見
え
る
も
の
で
、
仏
陀
波
利
が
文
殊
菩

薩
に
会
う
た
め
五
台
山
に
上
ろ
う
と
し
た
時
、
老
人
に
姿
を
変
え
た
菩
薩
が

現
れ
尊
勝
陀
羅
尼
経
を
請
来
す
る
よ
う
に
求
め
、
仏
陀
波
利
は
本
国
に
経
を

取
り
に
戻
り
再
び
五
台
山
に
上
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
入
唐

求
法
巡
礼
行
記
』
に
も
紹
介
さ
れ
た
当
時
良
く
知
ら
れ
た
話
で
あ
り
、
本
書

に
よ
れ
ば
、
五
台
山
に
お
い
て
仏
陀
波
利
が
文
殊
菩
薩
に
会
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
場
所
に
は
尊
勝
陀
羅
尼
経
瞳
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
経
帳
に
は
陀

羅
尼
の
ほ
か
仏
陀
波
利
が
こ
の
経
典
を
請
来
し
た
縁
起
が
書
か
れ
て
い
た
と

（
1
9
）

い
う
。

同
書
に
よ
れ
ば
会
昌
の
廃
仏
が
起
き
た
八
四
三
年
頃
に
は
中
国
全
土
に
尊
勝

陀
羅
尼
経
帳
が
多
数
建
立
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
唐
代
末
に
尊
勝
法
が
広
く
受

容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
聖
地
が
五
台
山
で
あ
っ

た
。
『
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
八
月
十
七
日
条
が
示
す
よ
う
に
、

嘉
智
子
も
そ
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
彼
女
の
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
に
対
す
る
信
仰
は
、
熱
烈
な
五
台
山
信
仰
の
上
に
立
脚
し
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
。
恵
草
が
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔
を
携
え
て
帰
国
し
た
目
的
は
、
彼
を

五
台
山
に
派
遣
し
た
嘉
智
子
の
五
台
山
信
仰
に
報
い
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
石
塔
が
安
禅
寺
に
建
立
さ
れ
た
の
は
、
当
寺
が
嘉
智
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子
の
子
で
あ
る
仁
明
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
寺
院
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
唐

よ
り
講
来
し
た
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔
を
山
上
に
建
て
た
安
禅
寺
上
寺
の
寺
観
は
、

そ
れ
ま
で
の
日
本
の
寺
院
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像

さ
れ
る
。
恵
運
自
身
も
入
唐
中
に
五
台
山
に
学
ん
で
お
り
、
安
祥
寺
を
建
立
す

る
際
に
五
台
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

3
、
下
寺
の
毘
虚
遮
那
五
輪
率
塔
婆

『
資
財
帳
』
　
に
は
下
寺
の
堂
院
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

堂
院毘

慮
遮
那
五
輪
率
都
婆
一
基

金
麹
鳥
王
宝
瞳
二
基
鮪
舶
鮒
根
駄
形

櫓
皮
茸
仏
堂
一
間
長
五
丈
六
尺
　
四
面
有
庇

檎
皮
茸
軒
廊
二
間
各
長
三
文
五
尺

槍
皮
茸
門
楼
一
間
口
□
丈
四
尺

檎
皮
茸
僧
房
二
間
各
長
五
丈
六
尺
二
面
有
庇

右
の
　
「
毘
慮
遮
那
五
輪
率
都
婆
」
　
は
、
五
輪
塔
の
可
能
性
の
あ
る
も
っ
と
も

早
い
時
期
の
記
録
と
し
て
以
前
よ
り
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
足
立
康
が

「
堂
院
」
　
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
五
輪
塔
の
よ
う
な
小
さ
な

塔
婆
で
は
な
く
、
内
部
に
仏
像
の
安
置
が
可
能
な
多
宝
塔
で
は
な
い
か
と
論
じ
、

今
日
な
お
こ
れ
を
指
示
す
る
研
究
者
は
多
い
。
一
方
、
五
輪
塔
説
に
紺
野
敏
文

氏
の
論
考
が
あ
る
。

こ
の
塔
婆
の
性
格
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
「
毘
慮
遮
那
五
輪
率

塔
婆
一
基
」
　
の
次
に
　
「
金
麹
鳥
王
宝
畦
二
基
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
金
麹
鳥
王
宝
帳
は
高
さ
四
丈
一
尺
で
、
金
銅
の
葱
台
と
金
麹
鳥
王
形
が
飾

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
上
寺
の
金
銅
葱
台
獣
頭
の
宝
瞳
と
高
さ
が
等
し
く
、
金

銅
葱
台
を
飾
る
と
い
う
意
匠
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
上
寺
と
下
寺
の
宝
帳
は

同
一
の
規
格
の
も
と
で
設
計
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
上
寺

の
宝
瞳
が
獣
頭
を
飾
り
、
下
寺
の
そ
れ
が
金
麹
鳥
王
形
を
飾
っ
て
い
る
の
は
、

対
の
品
に
敢
え
て
意
匠
上
の
変
化
を
付
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
上
寺
と
下

寺
の
双
方
に
お
い
て
、
統
一
さ
れ
た
規
格
と
意
匠
を
用
い
た
宝
帳
が
建
立
さ
れ

た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
附
属
し
た
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
塔
と
毘
慮
遮
那
五
輪
率

塔
婆
と
が
等
し
い
性
格
を
有
し
た
こ
と
、
具
体
的
に
言
え
ば
同
じ
は
と
け
に
関

わ
る
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
。
名
称
が
違
う
こ
と
か
ら
、

毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
は
石
塔
あ
る
い
は
宝
経
瞳
以
外
の
形
式
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
尊
勝
法
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
安
禅
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
尊
勝
法
は
ど
の
よ
う
な
儀
軌
に

基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恵
運
が
も
た
ら
し
た
尊
勝
法
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
【
表
3
】
　
は
入
唐
人
家
が
請
来
し
た
尊
勝
法
関
連
の
経

典
、
儀
軌
、
図
像
類
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
人
家
は
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の

尊
勝
法
関
連
の
経
典
や
儀
軌
を
請
来
し
て
い
る
が
、
恵
運
は
四
種
類
の
尊
勝

法
に
関
す
る
経
軌
を
持
ち
帰
っ
て
お
り
、
尊
勝
法
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
、
五
輪
観
が
説
か
れ
て
い
る
善
無
畏
訳
　
『
尊
勝

仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
　
二
巻
を
恵
運
が
請
来
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

安
祥
寺
に
お
い
て
　
「
五
輪
」
　
を
名
称
に
冠
し
た
塔
婆
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
恵
運
が
当
寺
に
お
い
て
こ
の
儀
軌
に
基
づ
い
た
尊
勝
法
を
修
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
は
　
『
尊
勝
仏
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頂
修
喩
伽
法
軌
儀
』
　
に
説
か
れ
て
い
る
五
輪
里
奈
経
の
塔
婆
、
す
な
わ
ち
今

日
言
う
と
こ
ろ
の
五
輪
塔
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
な
解
釈

で
あ
ろ
う
。

『
資
財
帳
』
　
に
は
、
こ
れ
以
外
に
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
が
も
う
一
基
記
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
の
　
「
仏
菩
薩
像
」
　
の
項
に
は
、

（
前
略
）

不
動
明
王
像
壷
躯

降
三
世
明
王
像
萱
躯

軍
茶
利
明
王
像
童
躯

六
足
明
王
像
萱
躯

金
剛
夜
叉
明
王
像
萱
躯

毘
沙
門
天
王
像
壷
躯

毘
慮
遮
那
五
輪
卒
塔
婆
萱
基
障
寺

巳
上
十
二
行
　
田
邑
天
皇
御
願

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
塔
婆
は
高
さ
五
尺
五
寸
　
（
約
一
七
〇
c
m
）
　
で
田
邑
天

皇
　
（
文
徳
）
　
が
発
願
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
五
尺
五
寸
と
い
う
通
常
の
建
造
物

で
は
あ
り
え
な
い
大
き
さ
で
あ
り
、
ま
た
堅
木
と
い
う
素
材
に
工
芸
的
要
素
が

感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
堂
内
に
安
置
さ
れ
た
塔
婆
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

名
称
が
先
に
五
輪
塔
と
推
定
し
た
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
と
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
塔
婆
も
五
輪
塔
で
あ
っ
た
と
推
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
徳
天
皇

崩
御
以
前
の
初
期
の
安
禅
寺
は
、
仁
明
天
皇
の
追
善
供
養
が
主
な
活
動
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
塔
婆
の
発
願
は
文
徳
天
皇
が
父
帝
の
た
め

に
行
っ
た
追
善
供
養
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
安
禅
寺
の
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
の
形
式
に
つ
い
て

1
、
安
禅
寺
と
円
光
院

安
祥
寺
の
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
が
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
の
か
は
、
残

念
な
が
ら
現
物
が
伝
わ
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
を
伝
え
る
文
献
資
料
も
な
い
た
め
に

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
安
禅
寺
の
流
儀
が
後
世
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
安
禅
寺
の
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
の
影
響
を
後
世
の
作

品
の
中
に
見
出
す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

安
祥
寺
の
流
儀
を
受
け
継
い
だ
寺
院
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
注
目
す
べ
き
こ

と
は
円
光
院
の
教
学
や
活
動
内
容
が
安
祥
寺
の
そ
れ
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
寺
の
共
通
点
と
し
て
、
（
1
）
　
皇
室
の
特
定
の
個
人
の

追
善
供
養
が
主
要
な
活
動
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
、
（
2
）
　
追
善
供
養
に
　
『
尊
勝

仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
　
を
根
本
経
典
と
す
る
尊
勝
法
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、

（
3
）
　
五
輪
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
（
4
）
　
安
禅
寺
は
山
上
と
山
下
の
二

伽
藍
を
有
し
た
が
、
円
光
院
の
場
合
も
上
醍
醐
の
円
光
院
と
下
醍
醐
の
無
量
光

院
と
い
う
二
伽
藍
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
、
（
5
）
　
僧
侶
た
ち
は
数
年
に
わ
た
り

山
上
に
住
し
下
山
を
許
さ
れ
ず
、
追
善
供
養
に
専
従
し
た
こ
と
、
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
醍
醐
寺
と
安
禅
寺
は
狭
義
の
流
派
は
異
な
る
が
、

広
義
で
は
真
言
宗
小
野
流
に
ま
と
め
ら
れ
る
、
数
学
的
に
も
距
離
的
に
も
近
い

関
係
に
あ
っ
た
。
実
際
、
右
の
　
（
5
）
　
は
安
禅
寺
の
年
分
度
者
の
制
度
を
採
り

入
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
光
院
の
草
創
よ
り
も
一
世
紀
以

上
も
前
の
天
暦
元
年
　
（
九
四
七
）
　
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
年
の
八
月
九
日

に
発
布
さ
れ
た
太
政
官
符
に
よ
っ
て
、
醍
醐
寺
の
年
分
度
者
は
安
禅
寺
の
例
に

倣
っ
て
七
年
間
上
醍
醐
か
ら
の
下
山
が
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
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義
範
の
時
代
に
お
い
て
も
上
醍
醐
に
安
祥
寺
に
倣
う
体
質
が
残
っ
て
い
た
こ
と

は
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
安
禅
寺
と
円
光
院
の
活
動
内
容
に
偶
然
と
は
み
な
し

難
い
符
号
が
複
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら

の
符
号
は
、
義
範
が
中
宮
賢
子
の
追
善
供
養
の
た
め
に
円
光
院
を
建
立
し
た
際
、

同
様
の
目
的
を
も
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
安
禅
寺
を
モ
デ
ル
と
し
た
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

2
、
三
角
五
輪
塔
の
特
徴

安
祥
寺
の
流
儀
が
円
光
院
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
安
禅
寺
の
毘

慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
の
影
響
を
義
範
流
の
三
角
五
輪
塔
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
三
角
五
輪
塔
の
造
形
的
特
徴
に
つ
い
て

検
討
し
、
恵
運
の
時
代
の
五
輪
観
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

円
光
院
三
角
五
輪
塔
は
慶
長
十
一
年
　
（
一
六
〇
六
）
　
に
再
埋
納
さ
れ
た
た
め

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幸
い
詳
細
な
寸
法
が
計
測
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ

を
参
照
し
　
【
図
1
】
、
併
せ
て
義
範
流
を
受
け
て
造
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

重
源
の
三
角
五
輪
塔
を
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
重
源
が
造
立
し

た
舎
利
塔
の
う
ち
現
存
し
て
い
る
作
品
は
、

①
鉄
宝
塔
お
よ
び
水
晶
三
角
五
輪
塔
　
（
山
口
・
阿
弥
陀
寺
、
建
久
八
年
＝
一

一
九
七
）

②
金
銅
三
角
五
輪
塔
　
（
滋
賀
・
胡
宮
神
社
、
建
久
九
年
＝
一
一
九
八
、
敏
満

寺
伝
来
）

③
金
銅
三
角
五
輪
塔
　
（
兵
庫
・
浄
土
寺
、
鎌
倉
時
代
初
期
）

④
水
晶
三
角
五
輪
塔
　
（
三
重
・
新
大
仏
寺
、
鎌
倉
時
代
初
期
）

が
あ
る
。
①
は
宝
塔
形
式
の
鉄
宝
塔
に
舎
利
を
龍
め
た
水
晶
三
角
五
輪
塔
を
内

容
器
と
し
て
安
置
し
た
も
の
で
、
①
～
④
の
い
ず
れ
も
外
容
器
か
内
容
器
の
ど

ち
ら
か
に
三
角
五
輪
塔
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
重
源
の
道
立
に
な
る
⑤

板
彫
五
輪
塔
（
三
重
・
新
大
仏
寺
、
建
仁
三
年
＝
一
二
〇
三
）
は
印
仏
作
法
に

用
い
ら
れ
た
板
彫
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
形
は
①
～
④
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
よ
く

似
て
お
り
、
三
角
五
輪
塔
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
角
五
輪
塔
の
造
形
的
特
徴
に
は
、
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
三
角
五
輪
塔
の
名
称
に
も
な
っ
た
火
輪
の
形
で
あ
る
。
四
作
品
と
も
火

輪
は
四
面
体
で
、
し
か
も
全
て
の
面
が
正
三
角
形
と
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
。
③
浄
土
寺
三
角
五
輪
塔
を
例
に
取
ろ
う
【
図
2
】
。
底
面
の
各
辺
は
一

六
・
四
c
m
、
一
六
・
二
望
一
六
・
五
c
m
で
ほ
ぼ
正
三
角
形
を
口
王
し
て
い
る
。

斜
め
の
辺
は
上
に
風
輪
を
受
け
る
部
分
が
到
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
補
い

頂
点
が
あ
る
も
の
と
し
て
計
測
す
る
と
、
一
辺
の
長
さ
は
一
五
・
五
c
m
前
後
と

な
る
。
底
辺
よ
り
一
c
m
ほ
ど
短
い
が
、
斜
め
の
面
も
正
三
角
形
を
意
識
し
て
作

ら
れ
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
円
光
院
三
角
五
輪
塔
の
火
輪
の
寸

法
は
横
四
寸
（
二
一
・
一
c
m
）
、
高
三
寸
三
分
（
一
〇
・
〇
c

m
）
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。
風
輪
の
受
座
が
ど
の
程
度
の
寸
法
で
あ
っ
た
か
が
高
さ
の
寸
法
に
影

響
し
て
く
る
が
、
本
品
の
風
輪
は
横
一
寸
六
分
（
四
・
八
c
m
）
と
小
さ
い
こ
と

か
ら
、
受
座
も
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
辺
が
四
寸
の
正
四
面

体
の
高
さ
は
ほ
ぼ
三
寸
三
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
円
光
院
三
角
五
輪
塔
の
火
輪

も
正
四
面
体
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
今
日
見
る
通
常
の
五
輪
塔
で

は
、
火
輪
は
宝
形
道
の
屋
根
形
を
呈
す
る
も
の
が
一
般
的
で
、
底
辺
は
正
方
形

で
、
斜
め
の
面
は
底
辺
の
長
い
二
等
辺
三
角
形
が
一
般
的
で
あ
る
。
軒
反
り
を

模
し
て
斜
め
の
辺
に
反
り
を
作
り
、
底
辺
の
側
面
に
茅
負
を
思
わ
せ
る
平
面
を

表
す
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
た
。
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二
つ
め
の
特
徴
は
空
輸
の
形
で
あ
る
。
通
常
の
五
輪
塔
で
は
空
輸
は
頂
部

に
突
起
を
作
る
宝
珠
形
と
さ
れ
る
が
、
重
源
の
①
～
④
三
角
五
輪
塔
、
及
び

⑤
新
大
仏
寺
板
彫
五
輪
塔
で
は
球
形
と
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
め
は
地
輪
の
形

で
あ
る
。
円
光
院
三
角
五
輪
塔
の
地
輪
は
、
横
、
高
さ
と
も
四
寸
で
あ
り
、

各
面
が
正
方
形
と
さ
れ
た
立
方
体
で
あ
っ
た
。
①
阿
弥
陀
寺
水
晶
三
角
五
輪

塔
【
図
3
】
　
の
地
輪
は
横
四
・
七
c
m
、
高
四
・
一
c
m
、
③
浄
土
寺
三
角
五
輪

塔
の
地
輪
は
横
一
二
・
二
甲
前
後
、
脚
を
除
い
た
高
さ
が
一
〇
・
一
四
c
m
、

④
新
大
仏
寺
水
晶
五
輪
塔
の
地
輪
は
幅
二
・
六
c
m
、
高
二
　
一
c
m
で
あ
る
。

同
時
代
の
通
常
の
五
輪
塔
に
お
け
る
地
輪
が
横
幅
に
対
し
高
さ
を
著
し
く
小

さ
く
作
ら
れ
て
お
り
、
地
輪
を
あ
た
か
も
基
壇
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
こ

と
に
比
べ
れ
ば
、
①
、
③
、
④
の
地
輪
は
横
幅
に
対
し
高
さ
の
寸
法
が
若
干

小
さ
い
も
の
の
、
立
方
体
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え

な
い
だ
ろ
う
。

3
、
仁
和
寺
唐
本
量
茶
羅
五
輪
図
と
三
角
五
輪
塔

三
角
五
輪
塔
の
造
形
上
の
特
徴
は
、
地
輪
を
立
方
体
、
火
輪
を
正
四
面
体
、

空
輸
を
球
形
と
し
た
よ
う
に
、
各
輪
を
幾
何
学
的
図
形
で
表
現
す
る
こ
と
に
あ

り
、
通
常
の
五
輪
塔
の
よ
う
な
建
造
物
と
し
て
の
塔
婆
を
表
現
し
よ
う
と
し
た

意
図
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
三
角
五
輪
塔
の
特
徴
を
、
恵
運

の
時
代
の
五
輪
観
と
比
較
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

入
唐
人
家
の
い
ず
れ
か
の
人
物
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た
、
晩
唐
期
の
請
来

図
像
の
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、
京
都
・
仁
和
寺
所
蔵
の
唐
本
畳

茶
経
国
　
（
平
安
時
代
後
期
、
十
二
世
紀
）
　
が
あ
り
、
こ
の
中
に
五
輪
図
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
　
【
図
4
】
。
こ
こ
に
は
、
下
よ
り
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の

順
で
積
み
上
げ
た
通
常
の
五
輪
図
と
、
そ
れ
を
上
下
逆
に
し
た
図
、
さ
ら
に

空
輸
を
表
さ
ず
火
輪
を
空
輸
の
上
に
位
置
さ
せ
た
異
形
式
と
い
う
三
様
の
五

輪
図
が
措
か
れ
て
い
る
。
各
輪
は
い
ず
れ
も
独
鈷
杵
や
三
鈷
杵
を
繋
い
で
輪

郭
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
天
地
逆
の
五
輪
図
は
先
に
引
用
し
た
善

無
畏
訳
　
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
　
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
思
想
は

善
無
畏
の
　
『
大
日
経
疏
』
　
「
秘
密
里
奈
羅
品
第
十
二
　
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と

は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
五
輪
の
輪
郭
を
金
剛
杵
で
表
し
た
図
は
、

空
輸
以
外
の
四
輪
の
み
で
は
あ
る
が
、
『
大
日
経
護
摩
壇
様
』
　
（
大
正
図
像
八

－
四
二
〇
、
四
四
二
、
四
六
〇
）
　
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
　
【
図
5
】
。
本
図

は
、
『
大
日
経
』
　
に
説
か
れ
る
四
種
の
護
摩
壇
を
図
示
し
た
も
の
で
、
本
文
中

に
　
『
大
日
経
義
釈
』
　
（
善
無
畏
口
述
、
一
行
記
）
　
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

示
す
よ
う
に
、
善
無
畏
の
説
を
図
解
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
仁
和
寺
五
輪
図
は
善
無
畏
系
の
経
典
、
儀
軌
に
基
づ
く
図
像
と
考
え
て

ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
仁
和
寺
唐
本
里
奈
羅
で
は
五
輪
図
の
右
側
に
金
剛
界
五
仏
図

像
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
金
剛
界
五
仏
の
印
相
や
衣
の
形
式
が
、
安
禅

寺
創
建
期
の
造
立
で
あ
る
五
智
如
来
像
と
一
致
す
る
こ
と
は
、
既
に
紺
野
敏

文
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
唐
本
旦
奈
羅
に
収
録
さ
れ
て
い
る
図
像

は
、
筆
致
や
紙
質
が
異
な
る
こ
と
か
ら
当
初
か
ら
一
連
で
あ
っ
た
と
は
見
倣

し
に
く
い
図
像
も
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
金
剛
界
五
仏
図
と

五
輪
図
は
同
じ
紙
に
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
書
写
さ
れ
た
平
安
時
代
後
期
に
は

一
連
の
図
像
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
、
五
輪
図

も
安
禅
寺
に
関
連
す
る
図
像
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
こ
よ
う
。
先
に
、
安
禅

寺
で
は
善
無
畏
訳
　
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌
儀
』
　
に
基
づ
い
て
尊
勝
法
が
行
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わ
れ
、
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
が
ま
つ
ら
れ
た
と
論
じ
た
。
仁
和
寺
五
輪
図

が
善
無
畏
訳
経
典
、
儀
軌
に
基
づ
く
五
輪
観
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ

安
祥
寺
関
連
の
図
像
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、

仁
和
寺
五
輪
図
が
安
祥
寺
の
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
の
図
像
的
特
徴
、
あ
る

い
は
教
義
的
な
思
想
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
も
の
と
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
仁
和
寺
五
輪
図
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
三

角
五
輪
塔
の
三
つ
の
特
徴
と
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
火
輪
は
正
三
角
形
、
空
輸
は
円
形
、
地
輪
は
正
方
形
と
し
て
措
か
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
本
国
は
平
面
に
描
か
れ
た
二
次
元
の
作
品
で
あ
る
か
ら
、

立
体
作
品
で
あ
る
三
角
五
輪
塔
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
仁
和
寺
五
輪
図
の
火
輪
が
宝
形
造
の
屋
根
形
を
描
い

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
現
存
す
る
五
輪
塔
作
品
の
も
っ
と

も
初
期
の
例
で
あ
り
、
し
か
も
五
輪
塔
を
薄
い
浮
彫
状
に
表
し
た
京
都
・
法

勝
寺
小
塔
院
　
（
保
安
三
年
＝
一
二
一
二
年
建
立
）
　
出
土
軒
丸
瓦
を
例
に
取
る

と
、
火
輪
は
斜
め
の
辺
よ
り
も
底
辺
が
著
し
く
長
い
薄
い
二
等
辺
三
角
形
と

さ
れ
、
し
か
も
斜
め
の
辺
に
は
屋
根
を
意
識
し
た
反
り
が
見
ら
れ
、
底
辺
の

左
右
に
は
茅
負
を
思
わ
せ
る
面
取
が
あ
る
　
【
図
6
】
。
こ
の
丸
瓦
は
仁
和
寺
五

輪
図
と
同
様
に
二
次
元
的
に
五
輪
塔
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
火
輪
が
屋

根
状
で
あ
る
こ
と
は
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
仁
和
寺
五

輪
図
の
火
輪
に
は
屋
根
を
意
識
し
た
形
は
認
め
ら
れ
ず
、
火
輪
は
純
粋
に
図

形
と
し
て
の
三
角
を
表
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
仁
和
寺
五
輪
図
は
三

角
五
輪
塔
と
共
通
す
る
五
輪
観
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

以
上
よ
り
、
恵
運
の
時
代
の
安
禅
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
五
輪
観
を
仁
和
寺

五
輪
図
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
五
輪
図
の
五
輪
観
は
三
角
五
輪
塔
の

そ
れ
と
共
通
す
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
安
祥
寺
の
毘
魔
道
那
五

輪
率
塔
婆
が
五
輪
塔
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
し
か
も
当
寺
を
モ
デ
ル
と
し
て

造
立
さ
れ
た
推
定
さ
れ
る
円
光
院
に
お
い
て
三
角
五
輪
塔
が
用
い
ら
れ
た
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
は
三
角
五
輪
塔
で
あ
っ
た
と
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
三
角
五
輪
塔
の
起
源
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
れ
を
九
世
紀
半
ば

に
造
立
さ
れ
た
安
祥
寺
の
昆
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
に
求
め
た
。
当
寺
の
開
基
で

あ
る
恵
運
は
、
五
輪
観
の
説
か
れ
て
い
る
善
無
畏
訳
　
『
尊
勝
仏
頂
修
喩
伽
法
軌

儀
』
を
請
来
し
、
在
唐
中
は
長
安
の
青
龍
寺
に
お
い
て
善
無
畏
の
流
れ
を
汲
む

義
真
よ
り
教
え
を
受
け
て
い
る
。
し
か
も
、
帰
国
後
、
恵
運
が
皇
太
后
嘉
智
子

よ
り
造
立
を
任
さ
れ
た
安
禅
寺
で
は
、
仁
明
天
皇
と
文
徳
天
皇
の
冥
福
を
祈
る

た
め
の
尊
勝
法
が
主
要
な
法
要
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
恵
運
に
請

来
し
た
尊
勝
法
を
実
践
す
る
場
が
与
え
ら
れ
た
。
安
禅
寺
に
は
五
輪
塔
が
造
立

さ
れ
る
の
に
十
分
な
教
学
的
基
盤
と
宗
教
的
要
望
が
存
在
し
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

本
論
の
目
的
は
、
三
角
五
輪
塔
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
に
あ
り
、
五
輪
塔
の

起
源
を
論
ず
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
角
五
輪
塔
が
五
輪
塔
の
も

っ
と
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
形
式
で
あ
り
、
し
か
も
三
角
五
輪
塔
の
起
源
と
推

定
し
た
安
禅
寺
の
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
が
、
現
存
す
る
五
輪
塔
の
作
例
や
文
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献
資
料
を
見
る
限
り
五
輪
塔
の
も
っ
と
も
古
い
例
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
塔
婆
が

五
輪
観
が
説
か
れ
る
　
『
尊
勝
仏
頂
修
喩
伽
法
軌
儀
』
　
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
五
輪
塔
の
始
ま
り
も
お
お
よ
そ
安
禅
寺
に
求
め

る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
三
角
五
輪
塔
の
起
源
を
考
え
る
こ
と

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
五
輪
塔
の
成
立
を
考
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

問
題
は
、
五
輪
塔
の
起
源
が
恵
運
よ
り
遡
り
唐
に
ま
で
行
き
着
く
か
否
か

に
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
中
国
に
お
け
る
五
輪
塔
作
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
本
論
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
善
無
畏
に
よ
っ
て
五
輪
観
の
研
究
が

成
熟
し
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
　
（
あ
る
い
は
善
無
畏
の
名
を
借
り
た
）
　
密
教
僧

に
よ
っ
て
五
輪
観
研
究
が
継
承
さ
れ
た
よ
う
に
、
唐
代
密
教
に
お
い
て
五
輪

観
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
『
大
日
経
』
　
や
『
尊
勝
仏
頂
修
稔
伽
法
軌

儀
』
　
で
は
、
五
輪
は
世
界
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
星
茶
羅
と
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、
塔
婆
と
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
五
輪
が
塔
婆
と
し

て
の
五
輪
塔
と
な
る
た
め
に
は
、
経
典
の
説
を
超
え
た
新
し
い
五
輪
観
が
必

要
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
人
物
は
、
善
無
畏

と
そ
の
流
れ
を
汲
む
密
教
僧
ら
を
お
い
て
ほ
か
に
は
考
え
難
い
。
唐
よ
り
帰

朝
し
た
恵
運
が
安
禅
寺
に
お
い
て
毘
慮
遮
那
五
輪
率
塔
婆
を
建
立
し
た
こ
と

も
、
唐
に
お
い
て
五
輪
塔
の
理
論
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
唐

代
に
お
け
る
五
輪
塔
作
例
が
見
ら
れ
な
い
限
り
、
も
と
よ
り
仮
説
の
域
を
出

る
も
の
で
は
な
い
が
、
五
輪
塔
の
理
論
は
唐
代
密
教
僧
に
よ
る
五
輪
観
研
究

を
通
し
て
確
立
さ
れ
、
や
が
て
そ
れ
が
恵
運
に
伝
授
さ
れ
、
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

注（
1
）
　
拙
稿
「
重
源
の
舎
利
信
仰
と
三
角
五
輪
塔
の
起
源
」
　
（
ザ
・
グ
レ
イ
ト
プ
ツ
ダ
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
論
集
第
五
号
『
論
集
　
鎌
倉
期
の
東
大
寺
復
興
－
重
源
上
人
と
そ
の
周
辺
』
、
G

B
S
実
行
委
員
会
編
集
、
東
大
寺
発
行
、
平
成
十
九
年
十
二
月
）

（
2
）
　
石
田
尚
豊
氏
は
「
三
角
五
輪
塔
考
」
　
（
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
七
十
三
号
、
東
京
国
立
博
物
館

編
集
、
美
術
出
版
社
発
行
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
）
　
に
お
い
て
、
『
尊
勝
仏
頂
修
喩
伽
法

軌
儀
』
　
に
説
か
れ
る
五
輪
思
想
に
触
れ
、
三
角
五
輪
塔
が
本
経
の
密
教
教
理
に
忠
実
な
造

形
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
）
　
『
実
帰
紗
』
　
「
喜
無
畏
善
無
畏
事
」
　
（
大
正
蔵
七
八
－
七
二
二
）

喜
無
最
善
無
畏
事

尊
勝
二
巻
軌
喜
無
畏
訳
欺
　
件
軌
中
其
文
可
レ
弁
。
偽
以
．
相
似
云
「
末
学
不
レ
可
レ
乱
レ

之
至
。
後
日
師
云
。
喜
無
畏
弟
子
也
。
二
巻
尊
勝
軌
異
本
在
レ
之
。
喜
無
畏
本
愛
弟
子

喜
無
畏
云
云
。
奥
有
．
差
異
一
也
。
可
二
分
別
一
事
也
。
猥
乱
輩
是
多
云
云
。

（
4
）
　
石
田
論
文
（
注
2
）
、
お
よ
び
村
田
治
郎
「
五
輪
塔
の
形
の
起
源
」
　
（
『
五
輪
塔
の
起
源
』
、

薮
田
嘉
一
郎
編
著
、
綜
芸
舎
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
）

（
5
）
　
『
大
日
経
』
　
に
説
か
れ
て
い
る
五
輪
観
に
つ
い
て
は
、
頼
吉
本
宏
氏
の
　
『
『
大
日
経
』
入

門
　
慈
悲
の
マ
ン
ダ
ラ
世
界
』
　
（
大
法
輪
閣
、
平
成
十
二
年
十
月
）
　
の
第
四
章
に
お
け
る

論
考
が
あ
り
、
本
稿
も
参
照
す
る
部
分
が
多
い
。

（
6
）
　
『
大
日
経
疏
』
　
「
秘
密
里
奈
羅
品
第
十
二
　
（
大
正
蔵
三
九
－
七
二
七
）

（
前
略
）
次
観
∴
壇
地
．
。
即
翻
倒
」
置
之
■
。
最
上
作
二
金
剛
輪
▲
。
金
剛
輪
下
作
▲
於
水

輪
．
。
水
輪
下
作
二
火
輪
一
。
火
輪
下
作
．
嵐
輪
．
。
風
輪
下
即
是
虚
空
輪
也
。
所
以
者

何
。
以
二
切
世
界
皆
是
五
輪
之
所
二
依
持
■
。
世
界
成
時
先
従
二
空
中
一
而
起
レ
風
。
風

上
起
レ
火
。
火
上
起
レ
水
。
水
上
起
レ
地
。
即
是
漫
茶
羅
安
立
次
第
也
。
壊
時
。
地
輪
最

先
壊
。
乃
至
但
有
空
在
。
即
是
師
自
加
持
次
第
也
。
更
間
レ
之
（
後
略
）

（
7
）
　
『
安
禅
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
』

（
前
略
）
仁
寿
元
年
歳
次
辛
来
春
三
月
、
太
皇
太
后
宮
姶
置
二
七
僧
∴
以
持
念
薫
修
、
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二
年
秋
閏
八
月
、
頴
稲
一
千
斤
、
以
為
．
膏
燈
分
、
即
下
∴
官
符
∴
付
∵
之
山
城
国
一
、

斉
衡
二
年
歳
次
乙
亥
言
上
編
一
宮
額
．
、
三
年
歳
次
丙
子
冬
十
月
、
施
「
入
寺
四
辺
山
∴

（
後
略
）

（
8
）
　
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
　
仁
寿
元
年
　
（
八
五
一
）
　
三
月
二
十
日
条

壬
辰
。
修
■
　
先
皇
御
忌
斎
会
於
二
嘉
祥
寺
．
。
百
官
尽
レ
会
。

（
9
）
　
注
7
参
照

（
1
0
）
　
上
寺
先
行
説
に
は
、

足
立
康
「
安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
造
顕
年
代
」
　
（
『
建
築
史
』
第
二
巻
第
六
号
、
昭
和
十
五

年
十
一
月
）

紺
野
敏
文
「
創
建
期
の
安
禅
寺
と
五
智
如
来
」
　
（
『
美
術
史
』
一
〇
二
号
、
昭
和
五
十
一

年
）

梶
川
敏
夫
・
上
原
真
人
「
安
祥
寺
の
歴
史
と
環
境
」
　
（
『
安
禅
寺
の
研
究
Ⅰ
－
京
都
市
山
科

区
所
在
の
平
安
時
代
初
期
の
山
林
寺
院
－
』
第
一
章
、
平
成
十
六
年
三
月
）

下
寺
先
行
説
に
は
、

毛
利
久
「
安
禅
寺
五
智
如
来
像
考
」
　
（
『
彿
教
贅
術
』
　
二
十
四
号
、
昭
和
五
十
一
年
）

が
あ
る
。

（
1
1
）
　
『
類
衆
三
代
格
』
　
巻
第
二
　
「
応
得
度
安
禅
寺
年
分
度
者
三
人
事
」

太
政
官
符

応
レ
得
」
皮
安
禅
寺
年
分
度
者
三
人
一
事

試
経
論

大
孔
雀
明
王
経
一
部
三
巻

｛
通
力
〉

大
随
求
真
言
一
道

〔
通
力
）

大
仏
頂
真
言
一
道

（
通
力
）

菩
提
心
論
一
道

右
件
経
論
等
。
度
者
須
卜
先
依
妄
言
声
講
習
而
後
読
い
他
経
論
上
。

妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻

金
光
明
最
勝
王
経
一
部
十
巻

右
件
経
。
度
者
須
卜
先
習
二
日
宗
‥
而
後
兼
学
㌦
但
其
論
疏
道
於
二
七
宗
之
中
一
。

任
■
．
度
者
之
意
一
。
共
謀
試
之
法
各
依
▼
所
レ
兼
之
宗
本
法
一
。
複
試
竪
義
亦
復
如
レ

是
。

以
前
得
一
彼
寺
牒
一
僻
。
皇
太
后
宮
御
願
僻
。
去
仁
寿
年
中
初
建
二
此
伽
藍
■
。
所
レ
願
。

毎
年
度
二
此
三
人
一
。
代
レ
身
修
レ
道
。
将
レ
除
三
一
毒
一
。
夫
真
言
教
門
。
諸
法
之
肝
心
。

如
来
之
秘
要
。
凡
奉
．
仏
子
必
可
二
修
習
一
。
偽
課
度
者
一
以
為
．
自
宗
㍉
自
余
七
宗

営
為
二
兼
学
一
。
度
者
必
須
卜
兼
去
十
一
宗
．
畢
庇
兼
済
之
道
。
示
中
彼
不
別
之
心
㌦
偽

試
度
之
後
●
七
年
之
間
。
不
レ
聴
レ
出
レ
山
。
専
勤
精
進
。
昼
則
講
所
レ
兼
之
経
論
㍉

夜
則
念
．
．
所
レ
宗
之
経
呪
．
。
又
令
下
漉
度
者
毎
年
相
次
。
夏
中
三
月
講
H
演
法
花
最
勝

仁
王
等
経
㌦
其
講
師
者
寺
家
簡
定
牒
「
送
綱
所
■
。
将
レ
令
二
充
行
一
。
但
法
花
最
勝
。

年
々
相
替
令
レ
講
二
部
一
。
至
「
仁
王
経
．
毎
年
加
講
。
住
山
限
満
。
当
レ
行
二
利
他
一
。

須
F
准
二
新
薬
弘
福
法
隆
崇
福
等
寺
之
例
．
預
中
経
摩
最
勝
会
竪
義
之
列
し
。
其
年
次
者
在
■

崇
福
寺
下
。
但
複
以
下
之
業
。
本
寺
拠
レ
例
課
試
。
又
毎
年
至
八
月
一
。
起
▲
廿
一

日
元
一
．
廿
七
日
▲
合
七
箇
日
。
殊
奉
」
為
田
邑
天
草
令
レ
修
∴
尊
勝
法
一
。
凡
蕨
試
度

之
事
。
令
F
二
権
律
師
伝
燈
大
法
師
位
恵
運
壷
一
勾
当
し
。
師
資
相
伝
不
レ
閲
∴
別
人
．
。

其
行
事
者
一
任
二
寺
声
。
若
有
卜
臨
時
応
三
以
レ
俗
為
二
勾
当
一
着
㌦
専
依
寺
家
所
レ
請

不
二
更
雑
」
用
他
人
．
。
先
帝
平
生
之
日
具
し
状
奏
聞
。
許
可
巳
畢
末
レ
及
二
施
行
■
。
請

也
。
下
」
知
彼
寺
及
所
司
．
。
倖
∴
勤
連
行
．
勿
レ
致
違
乗
．
者
。
右
大
臣
育
て
奉
レ
勅
。
依
一

御
願
一
。

貞
観
元
年
四
月
十
八
日

（
12）
『
三
代
実
録
』
巻
十
一
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
七
月
十
九
日
条

十
九
日
戊
成
。
縁
二
太
皇
太
后
御
願
一
。
於
∴
安
禅
寺
一
。
永
代
相
承
。
持
」
念
尊
勝
真

言
・
。
転
王
統
孔
雀
王
経
及
諸
宗
経
論
一
。
其
願
文
日
。
深
悲
遠
慮
。
調
御
用
レ
心
。
勝

利
常
行
。
薩
唾
牧
レ
急
。
愛
従
二
去
貞
観
元
年
㌔
在
．
建
立
安
禅
寺
▲
。
奉
」
為
田
邑
天

皇
一
。
毎
月
一
七
日
令
F
．
一
七
口
僧
．
。
持
〓
念
尊
勝
真
言
じ
。
至
レ
今
七
ヶ
年
。
巳
又

令
卜
一
破
寺
年
分
栖
山
僧
一
結
番
。
昼
夜
無
レ
間
転
⊥
読
諸
宗
経
論
▼
。
以
奉
」
瑚
聖
朝
．

加
H
護
国
家
㌦
（
後
略
）

（
ほ
）
『
類
従
三
代
格
』
巻
二
「
応
得
度
嘉
禅
寺
去
年
分
者
三
人
事
」

太
政
官
符

応
レ
得
」
度
裏
禅
寺
去
年
分
者
三
人
■
事
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右
得
■
大
僧
都
伝
燈
大
法
師
位
真
雅
表
．
僻
。
夫
嘉
禅
寺
者
先
帝
奉
」
為
深
草
天

皇
所
■
建
立
也
。
旧
跡
風
流
宛
然
在
レ
目
。
伏
願
。
便
於
■
．
彼
寺
．
永
賜
二
三
人
度
者
▼
。

教
以
悉
曇
文
相
一
。
学
以
一
梵
字
ク
義
一
。
是
則
声
明
之
業
法
門
之
要
。
是
政
真
言
宗

以
レ
此
為
要
道
。
応
レ
学
法
門
其
類
巨
多
。
今
取
最
要
者
配
．
於
三
人
元
。
将
レ

使
二
人
詣
」
書
大
仏
頂
梵
字
。
一
人
詣
」
書
大
随
求
梵
字
。
一
人
詣
町
書
悉
曇
章
梵

字
㌦
亦
其
護
レ
身
則
摩
由
之
力
殊
高
。
存
レ
命
則
尊
勝
之
助
最
深
。
即
便
▲
此
三
人
兼

読
．
大
孔
雀
明
王
経
三
巻
井
仏
頂
尊
勝
梵
字
一
道
■
。
毎
レ
年
三
月
上
旬
試
」
定
上
件
三

人
．
。
当
．
．
於
今
上
降
誕
之
日
．
度
レ
之
。
其
得
度
之
後
為
▲
痔
念
之
僧
▲
。
住
．
嘉
禅

寺
西
院
。
転
二
孔
雀
尊
勝
▼
。
特
令
弟
子
之
中
貫
首
者
永
代
相
承
行
此
自
業
者
。

右
大
臣
宣
。
奉
レ
勅
。
宜
依
束
表
。

天
安
三
年
三
月
十
九
日

（
14）
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
（
大
正
蔵
一
九
－
三
五
一
）

（
前
略
）

仏
告
一
▼
天
帝
■
。
若
人
能
書
」
写
此
陀
羅
尼
．
。
安
高
幡
上
一
。
戎
安
二
高
山
戎
安
二
楼

上
■
。
乃
至
安
」
置
卒
堵
波
中
一
。
天
帝
若
有
一
芯
舞
芯
袈
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
族
姓
男
族

姓
女
㌔
於
▼
瞳
等
上
▲
或
見
或
与
二
相
近
㌔
其
影
映
レ
身
。
戎
風
吹
．
絶
羅
尼
上
■
。
瞳

等
上
塵
落
在
二
身
上
．
。
天
帝
彼
諸
衆
生
所
レ
有
罪
業
。
応
レ
堕
恵
道
地
獄
畜
生
閥
羅

王
界
餓
鬼
界
阿
修
羅
身
悪
道
之
苦
。
皆
悉
不
レ
受
亦
不
レ
為
一
兎
垢
染
汚
■
。
（
後
略
）

（
1
5
）
愛
宕
元
「
日
中
の
密
教
交
流
」
（
『
中
国
密
教
』
、
立
川
武
蔵
・
頼
富
本
宏
編
著
、
春
秋
社
、

平
成
十
一
年
十
一
月
）

（
1
6
）
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
五
月
五
日
の
嘉
智
子
崩
伝
に
は
、

（
前
略
）
后
昔
多
造
宝
幡
及
繍
文
袈
準
。
窮
」
尽
妙
巧
▲
。
左
右
不
レ
知
■
真
意
㌔
後

遺
沙
門
恵
等
．
迂
海
入
唐
。
以
繍
文
袈
裟
一
。
奉
レ
施
■
定
聖
者
僧
伽
和
上
康
僧
等
■
。

以
■
．
宝
幡
及
鏡
奮
之
具
一
。
施
」
入
五
台
山
寺
．
。

と
見
え
る
。
ま
た
、
『
元
亨
釈
書
』
恵
等
伝
に
は
、

釈
恵
等
。
斉
衡
初
。
応
橘
太
后
詔
■
。
裔
レ
幣
入
唐
。
着
．
登
莱
界
．
。
抵
．
庵
門
■
上
■

五
台
．
。
漸
届
■
杭
州
塩
官
県
霊
地
寺
。
謁
一
斉
安
禅
師
通
一
橘
后
之
碑
一
。
得
二
義
空

長
老
▼
而
帰
。
又
入
．
．
支
那
．
重
登
■
五
台
。
適
於
．
台
嶺
感
■
観
世
音
像
。
逐
以
■
．
大

中
十
二
年
．
。
砲
レ
像
道
一
画
明
帰
．
本
邦
■
。
（
後
略
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
嘉
智
子
が
恵
琴
を
入
唐
さ
せ
た
目
的
の
一
つ
に
、
唐
僧
の
招
曙
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
恵
尊
は
帰
国
後
再
び
入
唐
し
、
五
台
山
に
登
り
観
音
像
を

感
得
し
て
い
る
。

（
1
7
）
『
元
亨
釈
書
』
恵
専
伝
（
注
16
）
参
照
。
な
お
、
足
立
喜
六
訳
注
・
塩
入
良
道
補
注
『
入

唐
求
法
巡
礼
行
記
』
（
東
洋
文
庫
四
二
二
、
平
凡
社
、
昭
和
六
十
年
）
で
は
、
恵
聾
の
入

唐
は
前
後
四
回
と
す
る
。

（
1
8
）
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
第
三
所
収
「
異
日
本
国
内
供
奉
大
徳
霊
仙
和
尚
詩
井
序
」

（
前
略
）
長
慶
五
年
。
日
本
大
王
遠
賜
金
百
。
達
至
■
長
安
。
小
子
転
領
■
金
吾
。

送
到
．
一
鉄
勲
．
。
仙
大
徳
領
金
詰
。
将
∴
方
粒
舎
利
。
新
経
両
部
。
造
勅
五
通
等
。

属
附
■
小
子
。
請
卜
到
．
日
本
。
答
〓
謝
国
恩
㌦
小
子
便
許
。
一
諾
之
言
豊
悼
．
万
里

垂
波
．
得
卜
遂
錘
克
外
縁
期
日
乎
遠
大
㌦
臨
廻
之
日
。
又
附
盲
金
。
以
大
和
二

年
四
月
七
日
■
。
却
到
．
霊
境
寺
。
求
訪
．
仙
大
師
。
己
来
日
久
。
位
二
我
之
血
。

崩
．
我
之
痛
．
。
（
後
略
）

な
お
、
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
（
八
四
二
）
三
月
四
日
条
に
収
録
さ
れ
た
潮
海
傍
の

上
奏
文
に
は
、
淳
和
天
皇
が
金
百
両
を
託
し
た
人
物
は
潮
海
使
高
承
祖
で
あ
っ
た
と
見
え

る
。
高
承
祖
は
天
長
三
年
（
八
二
六
）
五
月
に
帰
国
の
途
に
つ
い
て
い
る
か
ら
（
『
日
本

紀
略
』
）
、
彼
が
金
を
託
さ
れ
た
の
は
二
度
目
の
、
舎
利
や
経
典
へ
の
返
礼
と
し
て
淳
和
天

皇
が
金
を
賜
っ
た
と
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
国
史
に
は
貞
素
の
名
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
19）
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
第
三
開
元
五
年
七
月
六
日
条

（
前
略
）
向
．
一
西
南
■
行
七
里
許
。
到
思
陽
嶺
一
。
昔
儀
鳳
元
年
。
西
天
梵
僧
。
仏
陀

波
利
。
来
到
二
此
処
．
。
雨
涙
遥
礼
台
山
．
。
感
」
得
大
聖
化
為
老
人
。
約
令
卜
却
】

廻
天
竺
。
取
い
仏
頂
卜
之
処
。
今
見
建
宝
帳
。
々
上
蒙
■
仏
頂
陀
羅
尼
及
序
。
便

題
下
波
利
通
■
要
人
■
之
事
．
。
（
後
略
）

（
2
0
）
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
第
四
に
は
、
会
昌
四
年
（
八
四
四
）
七
月
頃
に
勅
に
よ
っ
て

全
国
の
仏
堂
が
取
り
壊
さ
れ
、
天
下
の
尊
勝
陀
羅
尼
石
畦
や
僧
の
墓
塔
が
壊
さ
れ
た
こ
と
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が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
足
立
論
文
、
毛
利
論
文
（
注
1
0
）

（
2
2
）
紺
野
論
文
（
注
1
0
）

（
2
3
）
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
巻
第
十
一
「
克
量
光
院
篇
」
の
「
為
座
主
執
務
事
」
に
は
、
円
光
院

と
無
量
光
院
の
寺
務
が
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
両
院
が
姉
妹
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
2
4
）
『
醍
醐
寺
要
害
』
「
年
分
度
者
試
度
後
参
箇
年
間
籠
上
寺
令
修
御
願
事
」

太
政
官
牒
醍
醐
寺

年
分
度
者
試
反
復
参
箇
年
間
籠
▼
上
寺
一
令
レ
修
二
御
願
J
事

右
太
政
官
今
日
下
二
治
郎
省
一
符
僻
。
得
一
．
彼
寺
去
閏
七
月
五
日
牒
一
倍
。
此
伽
藍
上
下

之
名
雄
レ
異
。
建
立
之
趣
惟
同
。
而
上
寺
巌
険
谷
深
。
波
緩
々
之
岸
難
レ
向
。
下
寺
地

平
隣
近
。
午
鳴
之
声
可
レ
間
レ
耳
。
玄
住
持
之
輩
偏
尋
．
痩
宜
一
。
只
寄
∴
身
於
蘭
若
▲
。

難
レ
留
■
次
於
雲
峰
▼
。
若
不
レ
設
▲
嘘
防
於
今
日
▲
。
恐
難
レ
守
二
香
火
於
後
時
▲
。
謹
訪
∴

安
禅
寺
例
一
。
上
下
有
レ
寺
実
一
也
。
年
分
度
者
試
度
之
後
便
籠
二
寺
家
一
。
七
年
之
際

不
レ
聴
．
由
山
■
。
望
請
▲
．
天
裁
．
。
困
准
．
彼
例
．
。
件
寺
年
分
度
者
。
試
度
之
後
三

箇
年
間
。
令
卜
住
二
上
寺
一
以
修
p
御
願
」
。
然
別
藷
産
連
襟
浮
二
観
念
於
嶺
月
▲
。
鐘
声

混
響
伝
二
読
涌
於
山
嵐
一
。
仏
法
寿
命
依
▲
衰
弥
長
．
。
国
家
清
平
為
レ
之
更
久
者
。
左

大
臣
宣
。
奉
レ
勅
依
レ
話
者
。
省
宜
∴
承
知
■
依
宜
レ
行
レ
之
者
。
寺
宜
．
承
知
▲
牒
到
准

レ
状
。
故
牒
。

天
暦
元
年
八
月
九
日

（
2
5
）
紺
野
敏
文
「
仁
和
寺
本
五
仏
図
像
と
安
祥
寺
五
智
如
来
像
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
大
系
1
1

密
教
の
美
術
Ⅱ
』
、
法
蔵
館
、
平
成
六
年
十
一
月
）

（
26
）
有
賀
祥
隆
「
仁
和
寺
蔵
密
教
図
像
に
つ
い
て
」
（
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
二
一
九
号
、
東
京
国

立
博
物
館
編
集
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
）

内
藤
　
栄
　
（
な
い
と
う
・
さ
か
え
）

一
九
八
八
年
　
筑
波
大
学
博
士
課
程
芸
術
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学

一
九
八
八
年
～
一
九
九
五
年
　
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
勤
務

一
九
九
五
年
～
現
在
　
奈
良
国
立
博
物
館
勤
務

二
〇
〇
六
年
　
筑
波
大
学
よ
り
博
士
号
　
（
芸
術
学
）
　
授
与

現
在
　
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
課
工
芸
考
古
室
長
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
研
究
科
客

員
准
教
授

表
1
　
『
大
日
経
』
　
「
悉
地
出
現
晶
第
六
」
に
み
る
五
輪
観

クヒ
二【二

風 智 大 五
智 輪 火 因 輪

恵 輪 陀■
羅
輪

の
名
称
＊

半
月
輪

九
重
円

形
角

深
青

赤 （ 帝崖 藍

住
色

色

佳 詞 囁 哺 阿 種
字 字 字 字 字 子

眉
間

心 臍 下
身

体
の
部
位

降 息 増 効
伏 災 益 験

－20－

＊
　
「
字
輪
品
第
十
」
　
に
は
　
「
大
金
剛
輪
」
、
「
水
輪
」
、
「
火
輪
」
、
「
風
輪
」
と
い
う
名
称
が
見
え
る
。

表
2
　
『
大
日
経
疏
』
　
「
悉
地
出
現
晶
第
六
之
余
」
に
み
る
五
輪
観

〔
付
記
〕
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
仁
和
寺
財
務
部
の
朝
川
美
幸
氏
、
京
都
国
立
博
物
館
の
大
原

嘉
豊
氏
よ
り
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
篤
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

虚 風 星　除 水 旦 金 五
クヒ
二【二

島
ヌし

茶
羅 障

里
奈
羅

茶
羅 剛

輪
茶
羅

の
名
称

虹 九 酉 買

よ
ゑ

形
福 月

形

夷 重
円

種
々
色

深
∃三日

赤 白 黄 色

佳 詞 囁 嚇 阿 種
字 字 字 字 字 子

眉 心 臍
よ
り
上

体
の
部
位

土 調 除
伏 嘩

息
災

障
碍
摂
除

′
切
成
就

曽
益

効
験
＊

明　大 不 仏 ほ
威 動 と

王 徳 明
王

け

＊
秘
密
蔓
茶
羅
品
第
十
一
に
は
、
地
輪
＝
息
災
、
水
輪
＝
増
益
、
火
輪
＝
降
伏
、
風
輪
＝
摂
召
と

い
う
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。



表
3
　
入
唐
八
家
の
請
来
し
た
尊
勝
法
経
典
・
儀
軌

仏 注 尊 尊 仏 仏 仏 仏 尊 仏 仏 梵 帰 僧

侶

頂 仏 勝 勝 頂 頂 頂 頂 勝 頂 頂 字 国
尊 頂 仏 仏 尊 尊 尊 尊 仏 尊 尊 仏 年
勝 尊 頂 頂 勝 勝 勝 勝 頂 勝 勝 頂 　　（陀 勝 修 陀 陀 壇 陀 陀 真 陀 念 尊 西
羅 陀 稔 羅 羅 像

鋪

羅 羅 仁コ 羅 涌 勝 暦
尼 羅 伽 尼

A
尼
A

尼 停 修 尼 経 葺 　　）

巻
尼 内

別
一’己、
涌

一■己、
諭 呪 7主

義
稔
伽

‖

行 蒜 儀 経 巻 巻
加
字

巻

（

成
些

軌 軌 幅
苗

巻
巻 （実 巻

具
足 家

手
巻 巻 夫 巻

（

叉
難
5才▼本 墾 四

法

巻

（大
広
智

不
クヒ二工二墾

禾

クヒ二工二墾

広
智

不
クb二【二墾

霊

長
聾

陀
聾

○
八
〇
五

最

澄

○ ○
八
〇
六

グヒ
二Ⅰ二
海

△
完

常

暁

○
△
完

円

行

○

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○

○ ○

八
四
七

八
四
七

八
五
八

ノヽ
六
七

円

仁

恵

運

円

珍

宗

叡
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た
だ
し
、
本
表
は
諸
阿
閣
梨
真
言
密
教
部
類
線
録
の
み
に
記
載
さ
れ
て
い
る
経
典
は
除
外
し
た
。



図3　水晶三角五輪塔
（山口・阿弥陀寺）

図2　金銅三角五輪塔
（兵庫・浄土寺）

庸
止

図1 円光院三角五輪塔復元図（案）

図4　金剛界五仏・五輪図（唐本蔓茶羅のうち、京都・仁和寺）
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図5　大日経護摩埴様（滋賀・石山寺本）

図6　法勝寺小塔院出土軒丸瓦（京都大学文学部、国史大辞典6より転載）
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